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────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（大西 智君） 皆さん、おはようございます。 

  現在の出席議員は12名であります。 

  定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

  ────────────────────────────────────────── 

◎会議録署名議員の指名について 

○議長（大西 智君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員には、会議規則第120条の規定により、７番、千葉議員、８番、今野議員

を指名いたします。 

  ───────────────────────────────────────── 

◎一般質問について 

○議長（大西 智君） 日程第２、一般質問を行います。 

  本日は、８番、今野議員から１番、越前谷議員の４名を予定しております。 

初めに、８番、今野議員の質問を許します。 

８番、今野議員。 

○８番（今野幸子君） ８番、日本共産党の今野幸子です。 

通告書どおり伺わせていただきます。 

  まず最初に、感染症対策を考慮した少人数学級と保育所の統合について、伺っていきます。 

  コロナウイルス感染症により、子供たちにとっては、一つの成長の区切りともなる学年の

締めくくりの時期、そして、新しい学年へのスタートの時期、この大事な時期を含む３か月

に及ぶ長期休校となりました。長期休校には、子供たちは大きな影響を与えています。学習

の遅れはもちろんのこと、子供たちに与えた様々な要因から来る多くの不安とストレスを抱

えています。国立成育医療研究センターが緊急事態宣言発令中に、全国の小中高の子供たち

を対象にアンケートを行い、回答をいただいた資料があります。その中に、子供たちの困り

ごとの中では、「お友達と会えない」、「学校に行けない」、「外で遊べない」、「勉強が

心配」、「体を動かして遊べない」、などが挙げられました。また、心の影響については、

「コロナのことを考えると嫌だ」、「集中できない」、「いらいらする」、「寝つけない」、

「嫌な夢を見る」、「独りぼっちだと感じる」、こういったことが挙げられています。 

  洞爺湖町で学校が再開し、分散登校が始まって、子供たちの元気な通学姿が見られて、私

もうれしくなりました。小学校３年生の男の子と女の子、ちょっと声をかけてみました。

「学校が始まってうれしい」と聞くと、男の子の口から即座に出た言葉は、「思いっ切り走

れるから楽しい」。そのとき、ちょっと走れるということだけで、即座に出たその「楽しい」

という言葉に私はびっくりしたのです。「走るのが好きなの」と聞くと、男の子は、「好き。

動くのが好き」。きっと親の言うことを聞いて、家でおとなしくしていたのでしょうね。後
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で、そのことに気づかされました。女の子は、うれしそうに「友達みんなとお話ができて楽

しかった」と言いました。この「みんなで」というのをすごく力を入れて言ったのです。

きっと、人数の少ない学級で、全員と話せたのかなと感じさせられるところでした。今はも

う分散授業ではなく、今までと同じ元の授業に戻っていますが、子供たちのケアをしっかり

行うことが、学びを進める上での前提となっていると考えられます。 

  現在、町内の小中学校で、１クラスの人数が20人以上となっているクラスは、何クラスあ

りますか。また、分散授業を行ったクラスは、何クラスありますか。お聞きします。 

○議長（大西 智君） 末永管理課長。 

○管理課長（末永弘幸君） ただいまのご質問につきまして、ご答弁させていただきたいと思

います。 

  まず、20人以上のクラスは何クラスありますかということでございますけれども、令和２

年度の状況について答弁させていただきます。20人以上のクラスにつきましては、虻田小学

校につきましては、いずれも通常学級、普通学級になりますけれども、１年生、２年生、４

年生、５年生、それと６年生それぞれ１クラスの計５クラスとなってございます。また、虻

田中学校につきましては、いずれも通常学級、普通学級になりますけれども、１年生は１ク

ラスと２年生は２クラス、それと３年生は１クラスの計４クラスとなってございます。なお、

洞爺湖温泉小学校、それと洞爺小学校、それと洞爺中学校につきましては、１クラス20名以

上のクラスはございません。 

  それと、分散登校、分散授業を行ったクラスについてなのですけれども、授業時数にカウ

ントすることとした分散登校につきましては、５月18日から５月29日の間において、全ての

学校において行ってございます。また、分散授業につきましては、虻田小学校では２学級に

入りまして、６年生のクラスを家庭科と音楽の２グループに分けた分散授業を実施してござ

います。また、虻田中学校につきましては、体育、音楽、理科、美術の教科におきまして、

全ての学年におきまして男女別の２グループに分けた分散授業を実施してございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） そのように分散の授業が行われていた、そういったクラスがあります。

また、行われていないクラス、学習の遅ればかりでなく、気を取られずに今までに経験を積

み、今なおコロナ禍を歩んでいる子供たちの気持ちにしっかりと寄り添い、不安を取り除き

ながら、学校生活が送れることが求められています。 

  実は、文部科学省が少人数学級と少人数指導と少人を実施した学校に行った2005年のこれ

調査ですが、「少人数学級で子供の学力が向上したと思うか」のこの問いに、小学校では、

「とてもそう思う」、「そう思う」との回答合わせて98.7 ％を占めています。また、同じ

く、「不登校やいじめなどの問題が減少した」との回答も88.9％に上っています。学級編成

を変えないで、少数指導を実施した小学校でも、やはり「少人数学級のほうが効果的」との

問いに、81.8％が「とてもそう思う」、「そう思う」との回答でした。これは、2005年の調
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査です。コロナ対策とは関係なく行っているものです。 

  今回は、コロナで休校になり、このコロナ禍での学校が再開されましたが、なぜこの再開

に当たり分散登校をしたのか。そして、分散登校の意義と、その結果、どのような効果が

あったのかをお聞かせください。 

○議長（大西 智君） 末永管理課長。 

○管理課長（末永弘幸君） ただいまのご質問の件でございますけれども、分散登校の意義に

つきましては、このたびの新型コロナウイルス感染症の蔓延に伴います休業期間の長期化に

よります子供たちの心身の状態や学習の状況の把握を行うものとされてございまして、具体

的には、感染症予防の正しい知識の指導、それから子供たちの健康状態の把握、それと家庭

学習へのアドバイスとなってございます。 

結果にどのような効果がありましたかということにつきましては、１点目といたしまして

は、少人数で授業を行うことで、身体的距離が確保され、感染リスクを低減させることがで

きたこと、２点目といたしましては、学級の児童生徒数を半分程度にしたことで、従前より

より一層、児童生徒一人一人に目が行き届き、授業中に個別指導の時間を多く確保すること

ができたこと、３点目といたしましては、児童生徒数を半分程度にしたことで、児童生徒数

の発言をする機会が増えて、積極的に学習に参加しようとする意識が高まったことなどの効

果が挙げられますが、その一方で、分散授業につきましては、同じ単元を２回教えることに

なりますことから、指導時間が増えたことによりまして、先生の負担が生じたと認識をして

ございます。 

以上でございます。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 学校の再開では、多くの学校が１クラスを二つのグループに分けるよ

うに分散登校、そして今言われたように、生徒の心身、そしてコロナの対策、学習や家庭学

習、健康チェック、そして目が行き届く個別指導、そうやって子供たちも発言できた、そう

いったいろいろな利点が挙げられました。ただ、１人の担任の先生が分散登校することに

よって、今言われたような２度同じことをしなければならない、そういうこともありました。 

  この分散登校は、緊急宣言終了とともに、今までの体制に戻ってしまいました。でも、こ

れは自治体の責任ではありません。20人程度の授業を続けるには、現在の教員の数が少なく、

40人学級体制に戻らざるを得ないのですから。 

この洞爺湖町では、そんな中でも、学習指導員やスクールサポートスタッフ、非常勤講師

を含めいろいろ配置され、子供たちに少しでもきめ細かな指導ができるように配慮されてお

ります。それは、とても重要なことで、子供たちにとって幸せなことです。ただ、正規の授

業を行う資格があるのは教員だけで、教員を増やし、そして少人数学級の下で、そういった

指導員やスクールサポートスタッフの方々が合わせたなら、子供たちにとって最高の環境を

つくり出せるのではないでしょうか。また、そういうことこそが、教職員の負担軽減にもな

るのではないでしょうか。このような環境を子供たちに与えられたら、とてもすばらしいと
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は思いませんか。 

当町は、少人数学級の要請を国に行っていますか。もしまだでしたら、少しでも早く行っ

ていただきたい。この機会に複式学級の解消も、少人数学級と一緒に進めていただきたい。

難しいこともあると思いますが、これを行っていただけるようお聞きします。ここで、この

すばらしいと思うかどうか、まず１点、これをひとつ聞きたい。そして、国や道に要請して

いるかどうか、これをお聞きします。 

○議長（大西 智君） 皆見教育長。 

○教育長（皆見 亨君） まず、コロナウイルス感染症の蔓延によりまして、密接、密集を回

避することをはじめ、学習の遅れやストレスなど、子供たち一人一人に対するきめ細かな指

導体制として、少人数学級の実現を求める声が全国各地で挙がってございます。 

  まず少人数学級のメリットでございますけれども、議員もご承知かというふうに思います

けれども、１点目が児童生徒一人一人の個性や特性に応じた教育活動がしやすく、個々の能

力や特性を伸ばしていきやすいこと、２点目がクラス替えがないので互いの関係を深めてい

く学習づくりをしやすいこと、３点目は教職員相互の連絡調整、連携が取りやすくなること

など、教職員の負担の軽減が図られることなどが主なものとなっているような状況でござい

ます。認識といたしまして、私も少人数学級というのは大変重要かというふうに思っている

ところでございます。 

  また、国の動向でございますけれども、新型コロナウイルスを踏まえた学習のあり方につ

いて検討する政府の教育再生実行会議の初会合が先日行われました。小中学校の少人数学級

の指導体制の実現に向けて取り組むことで合意されているところでございます。 

  現在のコロナ禍の状況から、今後の少人数学級の実現は非常に重要であるというふうに考

えております。本来、国が責任を持って行う案件でございますことから、洞爺湖町独自とし

ての要望活動は、現時点では行っておりませんけれども、今後、国や道における動向に注視

をし、胆振町村会、さらには北海道町村会において要望活動を行うということになれば、近

隣市町村と連携を持ち、必要な対応を図ってまいりたいというふうに考えるところでござい

ます。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 洞爺湖町が先頭に立ってそういう連携を取り、そして早急に実現に向

けて、国や道へどんどん、１度ならず何度も請求、要請していただきたいと思います。そし

て、実現していただきたい。少人数学級、何としても子供たちが一番喜ぶ、そういった学級

を実現していただきたいと思います。 

  次、いきます。 

現在、虻田小学校の空き教室は何教室ありますか。お聞きします。 

○議長（大西 智君） 末永管理課長。 

○管理課長（末永弘幸君） 虻田小学校の空き教室についてでございますけれども、まず空き

教室につきましては、普通教室、それと特別教室以外の転用できる教室ということになって
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ございまして、学校におきましては、全ての教室を有効に利用することということをされて

おりますことを、まずご理解をいただきたいと思います。現在の虻田小学校の空き教室の状

況なのですけれども、八つございます。先ほど、教室の考え方についてご説明をさせていた

だきましたけれども、その八つのうち六つの教室につきましては、有効利用の観点から、利

用頻度は低いのですけれども、利用している状況でございます。また、残りの二つの教室に

つきましては、机や椅子などの保管に現在のところ利用していると、そういう状況でござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 今、六つは利用していると。何らかの形で六つは利用している。空い

ているのは２教室。私も、どういうふうな空き教室になっているのか見せていただきました

が、空き教室としてこことここ、と２教室、指定されたその教室の中に、一つはシャワー室

もありました。また、その中に１年生、２年生、ここの部分が保育所になるといったスペー

スです、そのスペースには今一、二年生の教室もあり、この教室は上に上がる。そして上の、

今使っているのですけれども、そこを何とかこうすればできるという、そのできる可能性を

聞いてきました。 

こういった状況で、何らかでいろいろ使われている、その中に本当に保育所できるのか。

前段で言ったように、少人数学級も進めていただきたい。また、こういうコロナの感染、コ

ロナが収束したとしても、また新たな感染症が出てくるかもしれません。そのときに、それ

がずっと続いたときに、本当に今のままでいいのか。子供たちの数も、今何とか２クラスと

いうか、多いスペースのところでやったりしてはいますが、それが、子供の数が増えて２ク

ラスになる学年が出てきた場合、本当に今のままではできない。その余裕あるクラスを全て

保育所に使ってしまう。こういったことが起きるのではないかと思います。 

そして、先ほど言った空き教室にもなっている支援の必要な子が使用するシャワー室がつ

いている教室、そこももう荷物の置き場になっていました。今、そういう子がいないという

ことで使われていないということでした。 

今後、そういうところもなくなって、そういった設備の必要な子は今後受け入れないとい

うことになりますか。予定の部分を全て保育所としたとき、小学校にゆとりの教室はありま

すか。残りますか。本当にこの状態で、コロナのような感染症が防ぎきれるでしょうか。 

このような状況の下、保育所の計画、以前は、計画を立てた時点では、このようにコロナ

の心配もしていませんでした。感染症の考えが多分なく、そういった状況の下で計画されて

いたものです。でも、事態が変わりました。今度は、そういうものも考えた上で計画を見直

す必要があるのではないでしょうか。お聞きします。 

○議長（大西 智君） 末永管理課長。 

○管理課長（末永弘幸君） ただいまのご質問の件でございますけれども、保育所の統合先を

虻田小学校とした当時の状況と、議員おっしゃいますコロナ禍の現在の状況では相当違って
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きてございます。保育所の統合先を虻田小学校とする計画につきましては、見直しは必要で

はないでしょうかということなのですけれども、本町保育所と入江保育所の統合につきまし

ては、虻田小学校現場の理解を得た上で、これまで町民の皆様と協議を重ねてございまして、

教育委員会といたしまして、余剰教室を活用することで虻田小学校への統合移転を決定し、

その経緯等につきましては、議会におきましてご説明をさせていただいてございまして、虻

田小学校への統合、移転の実現に向けて現在取り組んでいるところでございます。保育所の

移転改築に向けて、虻田小学校と協議を進めておりますけれども、様々な課題がございます。

これらの課題の解決を図りながら、よりよい保育所の移転統合となるよう、学校と連携を図

りながら取り組んでまいりたいというふうに現在のところ考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 実際、その保育所の小学校の移行していく、その計画の進捗状況をお

聞きします。 

○議長（大西 智君） 末永管理課長。 

○管理課長（末永弘幸君） 保育所部分の進捗状況についてでございますけれども、今年度の

当初予算におきまして、新虻田保育所建設事業に係る基本設計業務委託、これを予算計上し

てございます。議員より様々な視点から貴重なご意見をいただいているところでございます

けれども、現在のコロナ禍によりまして状況は変化していると認識をしてございます。 

先ほど答弁申し上げましたとおり、現在虻田小学校と協議を進めておりまして、その中で

様々な課題もありますことから、本町保育所並びに入江保育所の虻田小学校への移転統合に

つきましては、今年度に予定しておりました基本設計、これを基本計画としまして、虻田小

学校に保育所機能を設ける案につきまして、少なくとも３案程度を考えて、その案の一つの

案を来年度以降に基本設計として慎重に進める必要があると現在のところ考えている状況で

ございます。 

  これからは、少子高齢化が進みまして、子供たちの人数も減少傾向にあるということから、

未来ある子供たちにとって何が必要なのか、また子供たちへよりよい学習機会を提供できる

施設となるよう考えてございます。このことから、保育所の移転統合につきましては、お時

間をいただくことになりますけれども、その点ご理解をいただきたいと思いますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 今の設計の状態から計画を見直していくという、そういったことを言

われたと思うのですが、そうやって皆さんの声を聞いて、本当に一番よい、子供たちにとっ

て一番よい学校環境を整えられるように、また保育所にとってよい環境が子供たちに与えら

れるよう、保育所の統合に当たり考えていく必要があると考えているところです。 

今後、コロナ感染症が収まっても、新しい感染症が現れることは十分に考えられることで
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す。どうか、計画が遅れたとしても、子供たちにとってよい環境を整えること、何よりも大

切なことですので、環境保障を守って計画を進めていってくださいますよう要請いたします。 

  次に移らせていただきます。 

  国保の均等割について伺います。 

  今、国民健康保険加入者の多くが、保険料の高さにより生活が追い詰められています。特

に均等割の弊害は、収入のない主婦や生まれたばかりのゼロ歳の子供にも、一人一人に税の

負担が課せられる状態にあります。この平等割という世帯割の定額が課せられてもいます。

所得や土地など試算、計算して、その保険料納めます。でも、ちょっと待ってくださいよ、

国民の皆さんには、平等に１世帯当たりの税を負担していただきますよ、もう一つ均等に、

家族一人一人にも税の負担を負ってもらいますよ。この平等割、均等割とは何、とは思いま

せんか。今回は、この均等割に絞って伺ってまいります。 

  初めに、当町における子供の総人口と、そのうち18歳以下の人数、また国保加入者とその

中での18歳以下の子供の人数をお聞きします。 

○議長（大西 智君） 後藤住民課長。 

○住民課長（後藤和郎君） 18歳以下の子供の人数と、そのうちの国保の加入世帯と子供の人

数についてのご質問でございます。 

  直近の把握している数値で申し上げますと、７月末現在、洞爺湖町の総世帯数及び人口は、

4,849世帯、8,555人となっています。うち18歳以下の人口は962人でございます。また、国

民健康保険の加入世帯及び被保険者数は、1,478世帯、2,284人でございます。18歳以下の被

保険者数の数でございますが、212人でございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） ということは、18歳以下の子供に関してだけ見ると962人、この中の

212人の子供たちは、収入がなくても国民健康保険の均等割負担が課せられています。そし

て、残りの750人の子供たちには１円の均等割負担もかけられていないということになりま

すか。その中には生保の方もいます。いると思いますので、多少数は違ってくるとは思いま

すが、そういうことでよろしいですか。 

○議長（大西 智君） 後藤住民課長。 

○住民課長（後藤和郎君） 医療保険の制度の違いはありますが、そういうことになります。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 今答弁にありましたように、国民健康保険の均等割額は、ほかの医療

制度にはないのです。国保は加入者一人一人に均等にかかるもので、家族が増えると保険料

の負担が重くなる仕組みとなっているからです。同じ国民で、同じ町民なのに、世帯主が国

保か協会けんぽか、それだけでこんな差がつけられるのです。非常におかしいことです。そ

のため、同じ収入額でも、協会けんぽと国保では負担額が違ってきます。また、同じ収入、

同じ国保であっても、子供たちが１人の家族と家庭と２人、３人の家庭では、負担額が変
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わってきます。協会けんぽは、子供が１人であろうが５人であろうが、何人であっても負担

は変わることはありません。 

国も自治体も少子高齢化をよく口にします。洞爺湖町においても、人口減と少子高齢化の

課題に直面しており、人口減少の抑制に向けては依然として厳しい状況が続いています。と、

町政執行方針にも書かれています。当町としても、子育て支援として多くのことに取り組み、

行っていることも承知しています。それでも人口減少の抑制は厳しいわけです。高齢者が多

いため、亡くなる方が多い。こういった自然現象もあるとは思いますが、それではどうやっ

て人口を増やすのか。移住を、多くの若い人に移住してもらう。この洞爺湖町に住んでもら

う。これも一つです。しかし、一番は子供を望む人に赤ちゃんを産んでもらうことです。そ

のため、子供がほしいと思っている人が、安心して出産できるように、産まれる前、そして

産まれるとき、産まれた後のこと、この支援がどれだけあって、経済の負担がどれだけかか

るのか。その不安をいかに取り除くかが大事ではないでしょうか。 

出産に当たり、休職をし、収入減も心配。そして国保なら、今後の保険料も増えてしまう。

国も町も子供を産んでほしいのに、産めば産むほど負担が重くなるのです。負担を重くする

のです。こんなことは誰が考えてもおかしいとは思いませんか。産めば産むほど負担が軽く

なる、そういうのなら理解できます。この矛盾がおかしいとは思いませんか。町長にお聞き

します。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 今の国の保険制度、社会保険、共済組合、あるいはいろいろの保険が

あります。その中で国民皆保険、国民健康保険制度がある。この制度自体は、私は間違って

いるとは思いません。なおかつ、その制度を維持管理するためには、それぞれの団体がいろ

いろ検討した結果、保険料を徴収しているという状況でございまして、国民健康保険につき

ましても、今、北海道が一元化をしようとしておりますが、所得割、均等割、平等割、これ

らのものに将来はしていきたいという考え方があるようでございますけれども、私どもの町

はそこに資産割というのも含めさせていただいておった。これは、私どもの町の状況を考え

てこういうふうなことをやってきたわけでございますけれども、これが将来的にはさっき

言った三つの枠組みに持っていかれるのではなかろうかと。これはこれで、そのウエートを

どこに持っていくか、また検討しなければなりませんけれども、やはりここに住んでいる

方々が安心して子供を育てられるような、そういう体系づくりをこれからもいろいろ考えな

がら組んでいかなければならないというふうに思っております。ただ、今の制度そのものは、

これはもう今までいろいろの方々がいろいろの審議会、いろいろの会合の中で、こういうふ

うな制度をつくり上げ、それがどこか矛盾が来ている、それは確かに都市部と田舎のほうで

は差が、だんだん格差が出てきている。それも承知しておりますけれども、この町の今の現

状では、一番最高のベストのことをやはり考えていかなければならないというふうに思って

おります。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 
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○８番（今野幸子君） 制度に間違いはないと思っている。ただ、私は今、制度ではなくて、

産んでほしいのに、子供をたくさん産んでほしいのに、産めば産むほど負担を重くしますよ

というこの矛盾がおかしくありませんか、その事点だけをちょっとお聞きします。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 子供を産んで育てる、これはそこのご家族の判断で子供の人数等々が

決まってくるのでしょうけれども、やはり将来の人生設計を立てながら、子供をどうやって

産み育てたらいいのか、それは無差別にということではなくて、やはり家庭内でしっかりご

協議をなさっていくべき姿なのかなというふうに思っております。 

ただ、必然的に出てきたお子さんに対して、子供が多くなった等との関係がございました

ら、いろいろの、今社会保障制度もございます。そんな中、税金は確かにそれだけのもの、

ある一定の収入のある方、そして財産のある方には、一定の保険料を納めていただかなけれ

ばならないかなというふうには思いますけれども、ある意味、低所得者世帯、そして生活が

困窮している世帯等々におきましては、それなりの社会保障制度があるというふうに思いま

すので、そこら辺はしっかりそういうものも学んでいただいて、応募ができるものであれば

応募をしていただきたい。 

ただ、とにもかくにも、その家庭を守っていくのは、やはり保護者でありますお父さん、

お母さん、そこがやはりしっかり人生設計を立てながら子供を育てていく、そういう社会に

していかなければならないだろうというふうに思っております。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 今、特にこのコロナのおかげで職を失った方、収入が激減している方、

そして国保に加入しているのは、非正規労働者や自営業、無職の人、そういう人たちがこの

国民健康保険に加入しています。この加入することで、子供を産む、これを家庭に考えてほ

しい。これでは、子供を多く産みたくても、もっとほしいと思っても、やはり抑えてしまう。

これがあるのです。やはり、皆さん、今町長が言われたように、自分の家庭の設計をし、

「ああ、うちは１人でいいわ。これ以上はもう育てられない。うちはもう２人が精いっぱ

い」、こういうことでは、もっとほしいと思っている人にも産んでもらえない、そういう状

況があるということです。この国民健康保険に加入している方々に、人数に応じてかかるこ

の均等割、これを独自に減免する自治体が全国でも、少なくても25超えるような市町がある

と分かりました。その中では、高校生世代まで対象に、所得制限なしで第１子から減免する

というもの、または、別な自治体では、収入に関係なく全額免除、また２子や３子以降の子

の減免、多子世帯の支援のための減免、また、所得制限を設けて、対象を大学世代まで広げ

る自治体もあります。地方税717条をいかに生かしてこのように住民の命と暮らしを支える

か。その立場で独自に子供の均等割の軽減を実施しているのです。 

  我が国の人口減少に対するため、現在ほとんどの自治体が実施している子供医療費、助成

制度、この地方単独事業、本来は国がするべきものです。自治体に責任を負わせる国の無責

任な制度です。また、子育て世帯の負担、これを軽減を図るために子供に係る均等割負担税、
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これを軽減する支援制度、これを創設することが大切ではないでしょうか。全国市長会で提

言されています。このようなことが提言されています。本気で少子化対策を考えるのであれ

ば、そして子育て支援を行うのであれば、子供が増えることで負担を重くするようなものを

できる限り最小限にするため、その増えることを取り除くのが大事だと思います。その一つ

が、この均等割です。ほしい人には何人でも産んでもらいたい。思い切って、国保の子供の

均等割の減免、行ってみる気持ちはありませんか。少子化対策として何としても行うべきと

考えますが、行う気があるかないか、お聞かせください。 

○議長（大西 智君） 後藤住民課長。 

○住民課長（後藤和郎君） 国民健康保険にある均等割の減免に関してのご質問でございます。 

  現在、北海道では、負担の公平化の観点から、同じ所得世帯構成であれば、道内どこに住

んでも保険料水準が同じとなりますよう、令和12年度の標準保険料率の統一に向けて取り組

んでいるところでございます。 

また、減免制度についてでございますが、現在、市町村ごとに取扱いは差異にございます

が、令和３年度以降の段階的統一に向けて、北海道国民健康保険市町村連携会議において協

議されているところです。保険税の減免につきましては、当該地方公共団体が条例の定める

ところにより行うものでございまして、天災などによる被害からの生活再建や、一時的な所

得の減少に伴う生活困窮により、税金を支払う能力がないと認められる場合に行うものでご

ざいます。したがいまして、経済的な理由に基づくものに関しては、制度設計に組み込まれ

るべきものと考えております。 

また、18歳以下の子供の均等割についてでございます。北海道におきまして、軽減措置の

導入を自治会と連携して国に要望してきておりまして、国におきましては、国保基盤協議会

という場を設けまして、国保の負担のあり方を議論しております。この協議会の今後の審議

状況等を洞爺湖町としては注視してまいりたいと考えております。 

以上です。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 洞爺湖町においては、この国保税、国民健康保険、これは相互扶助と

いうような制度であるとお考えですか。お聞きします。 

○議長（大西 智君） 後藤住民課長。 

○住民課長（後藤和郎君） 国民健康保険については、医療保険の最後の要であるところであ

りますことから、その運用に関してはそのように考えてございます。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） この国民健康保険税が相互扶助制度、そういうふうに考えている以上

は負担が増えます。これは、社会保障制度なのです。法律にどこにもこういった相互扶助制

度の言葉はありません。この国民健康保険税に関するお知らせ、納期の書いたものです。こ

こにも、「国民健康保険は相互扶助制度で定められた」というふうな書き方がされています。

法律にでも、社会保障制度だと認めているのです。社会保障であるこの制度を、みんなが助
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け合ってやりましょうという相互扶助制度だというふうになると、どんどんどんどん負担が

重くなるのは目に見えています。まずは、その考えを正して、こういった書き方もなくす。

社会制度なのだ、社会保障制度なのだ、そういう立場から考えていってほしい。 

この国民健康保険は、人の命を守り、生活を守るものです。その保険税が、今や高くて生

活を圧迫して苦しめている。この高いというのは、もう皆さんが認めているところです。本

来の役割を逆行することになります。保険が本来の役割を着実に社会保障として果たせるよ

う、町長にその力を発揮してもらえることを再度強く訴えます。どうか町長の答弁、もう一

度お聞かせください。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 本当に国民健康保険というのは、先ほど課長も申しましたけれども、

最後の砦の保険なのかなというふうに思っております。私どもも以前から年々いわゆる保険

料が、国民健康保険料の保険料が高騰してきているという事実は知っているところでござい

まして、何とか今現在も北海道町村会、そして全国の町村会において、国費導入をお願いし

たいということを訴えているところでございます。それらにつきましては、最終的には、や

はり地元自治体にも力に限りがございます。そんなことから、国費導入をぜひお願いしてい

きたい。それをまた町村会の場の中で訴えていきたいというふうに思っております。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 難しいことではあると思いますが、ぜひ社会保障として見直していっ

てほしい。そして、こういう書き方は決してしないように訂正していただきたいと思います。 

  防災対策のほうへ移っていきます。 

  近年、世界的規模の気候変動によって、世界の各国で豪雨や洪水などが大きな被害をもた

らしています。日本でも、近年、よく耳にする言葉が「これまでにない大雨」、「経験した

ことのない台風」やそういった言葉、各地で深刻な災害を引き起こしています。今年も台風

20号、各地に災害を引き起こしています。昨年は台風19号、18年は西日本の豪雨、17年は九

州北部、50年に１度とも言われるこれまでの経験値とはレベルがまるで違う雨の降り方に

なっています。日本列島の内部や周辺では、マグニチュード６くらいの地震は毎月のように

起こっているとのことです。18年、夏の西日本豪雨は、北海道の記録的な豪雨、そして記録

的な猛暑とも言われる異常気象が連鎖したとも言われています。 

地震と豪雨など重なる複合災害が起こることがあります。北海道胆振東部地震で起こった

厚真町の土砂崩れ、これは地震の前に雨が降って、その後に地震が来た。そして、地盤が水

を含み緩くなっていたところに地震が来たものですから、ああいった災害が起こりました。

もし雨だけだったら、もし地震だけだったら、この土砂崩れで家が流され、多くの人が亡く

なることもなかったかもしれません。この土砂崩れした場所、13度の傾斜、13度といったら

本当に滑らかなものです。従来、危険区域の設定基準から見て、普通は崩れないという判断

になっていると思います。これは、樽前山噴火での火山灰が積もっていたところだというこ

とが分かりました。 
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洞爺湖町も13度ほどの傾斜なら危険区域にはなっていないと思います。でも、有珠山の噴

火で火山灰が大量に積もっていることも考えられます。このような状況で、いつ、何どきに

大きな災害を受けるか分かりません。町民全員が避難することになることも考えられます。

その上、今はコロナ感染対策も取らなければなりません。これまでの各避難所に避難してい

た人数、これは各避難所にコロナ対策を取ることによって、各避難所に避難できる人数は激

減することとなりますが、避難できる避難所は確保できていますか。お聞きします。 

○議長（大西 智君） 仙波危機管理室長。 

○危機管理室長（仙波貴樹君） ただいまの質問についてお答えいたします。 

  避難所における感染症対策を徹底するために、従来の各避難所の想定収容人数を現在の３

分の１程度としなければならないため、町ではこれまでの３倍の避難所を確保しなければな

らないと考えております。当然、町内の公共施設だけでは不足しますことから、洞爺湖町が

防災協定を締結しております洞爺湖町を除く西胆振３市２町及び羊蹄山周辺町村の公共施設

のほか、それでもなお不足する場合については、災害の影響を受けていない利用可能なホテ

ル、旅館等の利用も含めて避難所を確保することとしてございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 今野議員、質問の途中なのですけれども、ここで休憩といたします。 

再開を11時15分といたします。 

                               （午前１１時０１分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大西 智君） それでは、再開をいたします。 

                                （午前１１時１５分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大西 智君） 引き続き、８番、今野議員の一般質問を続けます。 

 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 今後の避難は、今までの避難とは違って、コロナ対策をしなければな

りません。受入れでは、受付での健康チェックや、また掃除、消毒、発熱ある人への対応な

ど、多くの対応が今までと違って増えてくるものと思います。こういったときに人手が必要

になると思いますが、人手はどのように手配を考えていますか。 

また、感染予防のための防護具、避難所が増えても万全にそういう物が整えられてありま

すか。この２点をお聞きします。 

○議長（大西 智君） 仙波危機管理室長。 

○危機管理室長（仙波貴樹君） 町では、避難所における感染症対策を徹底するために、この

たび職員向けの洞爺湖町避難所運営マニュアルを修正し、この中で避難者の健康管理、避難

所内の衛生管理、また発症時の対応や、夏場ですと熱中症の心配もございますので、熱中症

の対策に取り組むこととして、これについては修正して、全職員に通知してあります。どこ

の避難所も同じようにそのマニュアルに基づいて避難所運営をしていくこととしてございま
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す。 

また、資器材に係る、足りているのかというようなお話ですが、この後補正予算でも提案

させていただきますが、避難所で飛沫感染防止のために、段ボールベッドですとかパーテー

ションを購入することとしてございます。そのほかにマスクや手指消毒用の消毒液、また受

付時に使うガウンといいますか、それをレインコートにちょっと変えてはいるのですが、レ

インコート、あとフェイスガード、そういった物も受付時に必要な物品になってきますので、

用意してございます。 

  また、職員の人数につきましては、地域防災計画の中では、第１から第３非常配備を敷い

て防災対策を取り組むこととしておりますが、避難所を開ける際には、第３非常配備といっ

て職員総出で対策に当たることとしておりますので、職員総出で避難所を開設に取り組んだ

り、また自治会には自主防災組織の設立をお願いしているところでございます。自主防災組

織を設立しているところには、自主防災組織による避難所運営もお願いすることとなります

ので、そういったような形で取り組むこととしてございますので、ご理解のほどよろしくお

願いいたします。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 全員で行うということで、人口的の人手は、人手不足は大丈夫だとい

うことですね。地域や何かの人の防災も、そこで行ってもらう。ところが今、地域で行って

いる人たちも本当に高齢化が多くて、どこまでそれが望めるかというのが、本当に不安の残

るところでもあります。そういう点にも、ちょっと考慮してもらいたいと思います。 

  また、発熱時、発熱などの症状がある人に対して、入口や通路も違ってくると思います。

そういったゾーンの区別、病院へ行ってもらいますといっても、病院へ行ってもらうまでの

間、やはり外でいなさいというわけにはいきませんので、そういうことをしなければなりま

せん。そういった案内など、どのように考えているか。また町外へ移るような避難があった

場合、その町外の担当者と避難がある前、前もって避難時のことなど打ち合わせる必要があ

ると思いますが、そういった打合せなどはどのように考えておりますか。 

○議長（大西 智君） 仙波危機管理室長。 

○危機管理室長（仙波貴樹君） ただいまのご質問の件ですが、まず発症時、発症時というか

そういう疑いがある方が受付に来られた際の対応についてですが、それにつきましても、先

ほど申し上げた洞爺湖町避難所運営マニュアルの中で、受付でまず検温をして体調確認をさ

せていただいて、疑わしき症状がある方については、隔離室を避難所で、空きスペースとい

いますか、隔離室を設けて、そちらにご案内すると。また、避難所によっては、どうしても

そういった場所を確保することのできない場合も避難所によってはございます。そういった

場合につきましては、仮にその方が車で来られたと想定しますと、一時的に車の中で滞在し

てもらいまして、避難所と災害対策本部で連絡を取りまして、その方の病院に移送するのか

どうかということも含めまして、柔軟に対応したいというふうに考えております。 

また、町外に避難所をお願いするようなことになった場合の対応につきましては、全てお
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借りする先の自治体に丸投げするわけではなく、また町民の皆様も洞爺湖町の職員がいない

と避難所でも不安になりますので、最低でも１人以上はこの洞爺湖町の避難所運営マニュア

ルにのっとって、すみません、職員を派遣して、マニュアルにのっとった避難所運営をした

いというふうに考えてございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 前段のほうで、近年の災害、言わせていただきました。大きくなって

いる異常気象、こういったことで今までの知識や今までの経験を超えるレベルです。これを

今度は防災にいろいろ取り組んでいる、防災に関しては今言われたような対策がいろいろと

取り組まれているのは分かっていますが、何度も言うようですが、今までとは違う災害、そ

のレベルの高い、そういった災害に備えていかなければならない。これに対して多くの人の

意見を聞き、あらゆる想定を出し合って、避難対策の充実を要請していきます。よろしくお

願いします。 

  次、小学校の体育館へエアコンを設置してほしいということです。 

夏の気温上昇が年々厳しくなり、北海道でも同じです。最初に挙げましたように、本当に

今までにないものがやってきています。こういった災害時に、この小中学校は地域の避難所

を兼ねることもあり、エアコンの必要性が指摘されています。この異常気象の中、部活動で

あったり、体育の授業や、また他の学校の授業などの際に、体育館での熱中症など、命に関

わる重大な事故に発生するおそれは多分にあると考えます。 

今であれば、国の緊急防災減災事業債の制度を活用して行うことは可能ではないでしょう

か。充当率100％、元利償還の70％が交付税措置されるので、実質、地方の負担は30％で済

みます。この制度は今年いっぱいですので、制度が活用できるうちに決断して、申請してほ

しいと思います。これに対して意見をお聞きしたいと思います。 

○議長（大西 智君） 仙波危機管理室長。 

○危機管理室長（仙波貴樹君） 避難所となる小中学校の体育館へのエアコンの必要というご

質問ですが、北海道においても、年々夏場の気温が高くなり、エアコンの必要性が高くなっ

てきているところではございますが、災害時には電気が使えないことも想定されることから、

非常用発電機、これは可搬式のポータブルの発電機を言っているのですが、この非常用発電

機の電源を利用できる扇風機を町では備蓄して、避難所開設時の初動対応を当たることとし

てございます。ただし、避難生活が長期化する場合、備蓄してある扇風機では不足すること

も考えられえることから、事業者数社と災害時におけるレンタル機材の提供に関する協定を

締結し、扇風機や、場合によっては移動式のエアコンを調達するというふうに考えてござい

ます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 停電のときや何かのことを想定して、充電や何かのことでそれを動か
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すという、エアコンは動かないのですか。エアコンを動かすことはできないのですか。 

○議長（大西 智君） 仙波危機管理室長。 

○危機管理室長（仙波貴樹君） 備付けのエアコンになりますと、ご家庭用で使われているエ

アコンとは全然規模が違いますので、既存の設備を利用して、業務用といいますか、ああい

う体育館に大きなエアコンを設置することは、エアコンを設置するだけではなくて、それに

付随する様々な対策、対策といいますか、電源の確保ですとか、現状の体育館ですと、断熱

性がないものですから、エアコンをたいても余り意味のないものになってしまいますので、

そういったエアコンを設置するだけにとどまらず、いろいろなことを対策をしなければいけ

ないものですから、防災の立場から申し上げますと、すぐに対応しなければ、先ほども議員

おっしゃられましたように、いつ何どき大きな災害が来るかも分かりませんので、防災とし

ては現時点でベストな方法としまして、こういったすぐに対応できる扇風機ですとか、ある

いはそれでも足りない場合は、事業者からお借りして対応するということとしております。 

また、近年の災害では、国によるプッシュ型支援によりまして、早期に被災地の体育館に

仮設のエアコンが多数設置されているような状況でもありますことから、そういった国の支

援も活用しながら、先ほど答弁いたしました町としては現在、まずは発生直後の初動段階で

最低限必要な資器材を整備して当たるということにしてございますので、ご理解のほどよろ

しくお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 扇風機など、エアコンと一緒に使用するとより一層の効果があるとい

うことも聞いていますが、事業やそういった災害だけでなく、子供たちの命を守る上でも、

今後、ぜひエアコン設置を考えていただけることを最後に要求します。 

  災害に遭ったとき、女性と男性では受ける影響が違います。その違いに配慮した避難所の

運営、支援が必要です。避難所の整備、体制づくりに何人ほどの女性が参画しておりますか。

お聞きします。 

○議長（大西 智君） 仙波危機管理室長。 

○危機管理室長（仙波貴樹君） 先ほど来申し上げておりますように、町では避難所運営マ

ニュアルを平成30年度に策定し、このたび災害、感染症対策を考慮したマニュアルに修正し

ているところでございます。策定段階に当たっては、当然我々防災担当だけではなく全職員

に、防災担当で原案を作成しまして、それを全職員に中身を見ていただいて意見を求め策定

してるところですが、当然、職員の中にも多数の女子職員がおられますので、そういった女

性の目線からも中身を検討いただいているとともに、今回修正に当たっても、保健師にも内

容を確認していただいて、災害から受ける影響ですとか、影響やニーズは、男性と女性では

災害時には異なるということですから、策定に当たっては様々な、ちょっと人数はこの場で

あれなのですが、たくさんの女性の目線から避難所運営マニュアルを策定及び修正している

ところでございます。 

また、避難所における防災備蓄品についてなのですが、女性に配慮した衛生用品の備蓄で
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すとか、さらにはこの後補正予算で提案させていただくのですが、段ボールベッドやパー

テーション、また授乳や更衣用のテントについても、今後購入予定でございますので、避難

生活における女性と男性の安心安全を確保するということで取り組んでございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 今の、大変、女性の方からも意見を聞いたり、そういった計画を行っ

ているということを聞いて少し安心はしましたが、本当に、もう本当に作成、その避難対策

の最初の時点から、ある程度できてからどうですかで出して聞く前の段階、一緒にまずその

土台をつくる時点で、女性は参画はしておりますか。 

○議長（大西 智君） 仙波危機管理室長。 

○危機管理室長（仙波貴樹君） 先ほども申し上げましたとおり、原案については、こちらで

防災の担当部署で作らさせていただきます。ただし、その原案を作成するに当たって参考と

したのは、内閣府、国からある程度ガイドラインが示されております。その中には、当然女

性に配慮したガイドラインの内容となってございますので、最初の原案の作成段階において

は、ある程度女性の観点による内容となっているものと思い、その後原案を作ってから、本

格的にといいますか、女性職員を含む職員に内容の確認をいただいているところでございま

す。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） もしできることであれば、最初の頭から女性が入って作り上げていく。

先日もそういった女性の参画についてはお話がありましたように、本当に当初からそういっ

た人が参画して、それに力を尽くしてほしいと、女性の立場からいっても考えております。

ぜひ、そういった計画もお願いしたいと思います。 

  町内の配布している防災マップについてですが、町民のほうから何かその記事内に対する

疑問など、問合せはありましたか。お聞きします。 

○議長（大西 智君） 仙波危機管理室長。 

○危機管理室長（仙波貴樹君） 防災マップなどの見方に対する質問等というご質問ですが、

一部の地域の方から、分かりにくいというご指摘をいただいてはおります。しかし、それ以

外の地域の方からは、そういったご意見は特には寄せられていないところです。また、防災

マップを保管する意味で、各自治会の班ごとに避難所を記載した回覧板を毎月利用していた

だいていることからも、各家庭における避難所、あるいは避難しなくてもよい地域であるこ

となどの理解をいただいているものというふうに考えてございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 私のところにも、そういった内容のことが伺っています。噴火での避

難、2000年の噴火のとき避難したのに、なぜ今度は避難しなくてもいいのか。避難しなくて
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もいいという地域もでてきましたよね、今回。次の噴火はどのような噴火になるのか、誰も

予測できていない時点で、なぜこの次の噴火は避難をしなくてもいいのか、この防災マップ

が間違っているのか、そういった心配をしています。避難しなくてもよいという説明が、別

の１ページでも、その地区だけでも、そういった説明がほしいものと思います。また、避難

経路として国道を通って伊達のほうへ向かう、これは大丈夫なのか。通れる状態なのか。こ

れも噴火が始まる前に避難するから大丈夫。でもそれには、マップには噴火が始まる前に避

難するから大丈夫だなんていうことは書いてありません。みんな避難するのには、「噴火が

始まった、それ逃げろ」、そういう感覚があるので、国道を通って伊達方面へ向かう、これ

の説明も必要だと思います。 

  また、６区の津波災害、その書き方には、赤線で６区の地域がこう書かれています。そし

て、避難所は母と子の館と書かれています。しかし、回覧板には、こう書かれている中の家

にも避難区域外となっています。こういったように、避難するのか、避難しなくていいのか、

どっちが間違っているのか、こういったことがありますので、もう一度見直す必要があるの

ではないでしょうか。そして、避難しなくてもいいというものであれば、そういった説明、

国道を通る説明、そういうものを加える必要はあるのではないでしょうか。お聞きします。 

○議長（大西 智君） 仙波危機管理室長。 

○危機管理室長（仙波貴樹君） ただいまのご意見なのですが、自治会ごとに防災マップを作

成して、配布してから現在まで２年半ほど経過してございます。この間にも毎年のようにこ

のマップについてはお配りさせていただくとともに、これまでマップの見方が分からないと

いうようなご意見が我々のほうにまではちょっと届いていなかったことと、また、このマッ

プを配布する以前から、同様の避難体制でこれまで避難訓練を実施してきたところでござい

ますので、津波や噴火で避難を要する地域と要しない地域についてのある程度理解が進んで

いるからそういった問合せが今までなかったのかというふうに私のほうでは感じておりまし

た。そんな中、本年７月に本町６区の寿会で防災の研修会をさせていただきました。その折

に、一部の参加の方から、このマップの見方が分からないというようなご指摘をいただいた

ところでございます。この件につきましては、その場で説明させていただき、ご理解を得た

ものとこちらのほうでは承知してございますが、本町６区につきましては、噴火と津波それ

ぞれの災害において、自治会内の一部が避難するような、ちょっとほかの自治会とは違う部

分がございまして、非常に確かにご指摘のとおり分かりにくい部分もありますので、６区の

ほかにも同様の自治会が、６区を含めて五つほどございますので、これらの自治会について

は、マップ自体は間違ってはいないのです。その見方の説明が我々のほうから少し足りてな

かったということもありますので、これらの自治会には改めてマップの見方を解説したチラ

シと、あと防災マップをまた配布させていただきたいと思います。それでもなおマップの見

方が分からないというご意見がございましたら、防災のほうでは従来より自治会ですとか団

体から要請があれば、出前講座のような形で研修会とか勉強会をさせていただいているとこ

ろでございます。この枠組みを使って、自治会単位は元より、自治会の枠に捉われず、近所
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の知人や友人などのごく小さなお集まりの単位でも積極的に説明に伺いたいと考えてござい

ますので、また議員へそのような意見等が寄せられた場合は、私のほうにご案内いただけれ

ば幸いに存じます。よろしくお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 宮城県の石巻市立大川小学校の津波訴訟、これ、確定しました。そこ

で言われたのは、公の教育を円滑に運営するために安全確保義務、これを遺漏なく履行する

ために必要とされる知識、経験、地域住民、これは地域住民の平均的な知識、経験をよりは

るかに高いレベルでなければならない、こういう判決でした。また、ハザードマップの浸水

想定区域でないということは、その区域の場所の安全を保障するものではないと指摘されて

います。この指摘によって、ここまでは津波来ないよと思われていたところについても、想

定外に備えていく必要があります。ですから、必要がない地域でも、今より少しでも高いと

ころへ避難しましょう、そういった注意喚起は必要ではないかと思います。また、避難区域

外のところも、風向きによって方向が変わります。噴火の規模によって、気象条件などに

よって、危険区域の範囲が変わります、などとも書かれている以上、その区域外の人へのそ

ういった注意喚起が必要かと思います、今後。それに対して、どうでしょうか。もう時間が

ないので、ちょっと早くお願いします。簡潔にお願いします。 

○議長（大西 智君） 仙波危機管理室長。 

○危機管理室長（仙波貴樹君） 町では、これまでそういったことに備えて、年２回、噴火、

津波、それぞれの訓練を実施してきているところでございます。その実施に合わせて、訓練

の開催をご案内するときにそれぞれのハザードマップと、避難対象となる自治会については、

しっかりハザードマップに基づく避難訓練であるというふうにお知らせしているところです。

また、平成14年度に現在のハザードマップ、火山のハザードマップについては大幅に、2000

年の有珠山等の噴火経験ですとか、様々な調査を経て現在の平成14年に有珠山火山ハザード

マップが策定されたところではございますが、噴火につきましては、このハザードマップに

基づいて、当時の虻田町の地域防災計画が大幅に改正され、このときに現在の避難体制が形

づくられたところでございます。また、この避難区域につきましては、ハザードマップにお

ける危険区域を避難区域として想定しているところでございます。地域防災計画の大幅な改

正からこれまでの間、この避難体制に基づいて避難訓練ですとかマップを作って周知してき

たところでございますので、今後も引き続き、しっかり住民周知に取り組んでまいりたいと

いうふうに思います。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 避難外の区域の地区の注意喚起を呼びかけてほしいということを申し

上げたのですが、時間がないので終わりにします。 

○議長（大西 智君） これで、８番今野議員の質問を終わります。 

  ここで、休憩といたします。 
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再開を午後１時といたします。 

                               （午前１１時４５分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大西 智君） それでは、再開をいたします。 

                                （午後 １時００分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大西 智君） 午前に引き続き、一般質問を続けたいと思います。 

 次に、６番、五十嵐議員の質問を許します。 

 ６番、五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） ６番、五十嵐でございます。 

  先の見えないこのコロナとの戦いがまだまだ続いております。町長を先頭にして、対策室

を中心に全職員の皆様方が一丸となって各種対策に取り組んでおられることに対して、私、

個人的にも深く理解をしているつもりでございます。大変でしょうけれども、まだまだ先が

長いというふうに思いますが、対応よろしくお願いしたいと思います。 

また、今取り組んでいる対策等についてでも、一つ一つ、本来ならば効果であるとか、問

題点とかということも逐次伺っていきたいところではございますが、まだ実施中の対策もご

ざいますし、これからまた実施しようとしていることもあるということから、まずは今計画

したものを着実に実行するということが重要かと思いますので、この効果や課題については、

また後日お伺いしたいというふうに思っております。 

  今回の質問は、コロナ禍の中、諸課題への認識と対応ということで、財源の確保と秋冬に

想定されるインフルエンザについて、そしてもう１点は、火山の恵み「洞爺湖」をいつまで

も守り続けるためにという２点について質問をさせていただきたいと思っております。 

  まず１点目のコロナ禍の中、諸課題への認識と対応についてでございます。 

  先ほど申し上げましたように、コロナの対応に万全を期していただくということがまず第

一であることは当然でございますけれども、同時にそろそろ来年度のことについても少しず

つ考えていく必要があるのではないかということで、まず１番目のお伺いしたいのは、各種

コロナ対策が行われておりますけれども、依然厳しい状況が続いています。来年度に向け、

自主財源の確保についてどう考えていらっしゃるかということで、ご存じのとおり、観光業、

飲食業、宿泊業を中心に、このコロナで大きな影響を受けています。関連して、それに付随

する事業についても影響が及んでいるということから、来年度に向けての、特に自主財源と

しての町税、この辺が大変危惧されることであろうかと思っておりますし、町長もきっと悩

んでらっしゃるのかなというふうに推察をするところでございますけれども、まずこの自主

財源の確保についてどのようなお考えをお持ちかについて、まずご質問をさせていただきま

す。 

○議長（大西 智君） 藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） ただいまの質問についてお答え申し上げます。 
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  ます、このたびの新型コロナウイルス感染症の拡大は、大規模な自然災害に匹敵するか、

あるいはそれ以上の被害を全国民に与えておりまして、当町においても例外ではなく、町民

生活や経済活動の停滞による事業収入の減など、特に観光関連の分野におきまして大きな影

響を受けている状況でございます。 

今年度、今申し上げられました町税ですけれども、当町の自主財源でございます町税収入、

まずちょっと今年度の状況について申し上げたいのですが、かなり大きな影響を受けており

まして、道町民税、法人町民税、固定資産税、入湯税、これらの税目が影響を受けておりま

して、４月から８月までの実績の段階なのですけれども、約7,100万円が税収減となってい

るところでございます。率にしまして10.8％の減と現段階でなっているところでございます。

この中で、特にやはり入湯税の減収幅が3,000万円と大きく、かなり影響を受けております。

入湯税の今年度予算額が9,800万円に対しまして、現段階の決算見込みでは5,500万円を見込

んでおりまして、予算対比では4,300万円の減、昨年度の実績ベースでは5,600万円の減収が

現在見込まれておるところでございます。これに加えまして、今年度、国の税制上の優遇措

置としまして、徴収猶予の特例制度というものがございます。これも今年度受け付けており

まして、現在のところ８月までの実績から年度末の猶予の見込み額が約3,500万円程度と見

込んでおります。このことから、これらを合わせましても約8,000万円から１億円の税収減

になるだろうというふうに見込んでおります。 

これらに対する対応ですけれども、国から事務連絡を受けておりまして、令和２年度の資

金繰りについてということで特例措置を講じられておりまして、この中で当町に関する部分

で申し上げますと、まず地方税減収の対応については、これまでもあったのですけれども減

収補塡債、これらの活用が見込まれます。これは今まで民間資金のみの対応でしたけれども、

今年度は政府資金を活用することができると。それから２点目に徴収猶予の額については、

猶予の特例債というのを今年度は認めると。それから３点目に、公営企業における特別減収

対策企業債、これは公営企業の使用料の減収分に対して地方債、これも今までなかったので

すけれども、こちらについても活用を認めると。このような措置が講じられまして、減収補

塡債等の地方債協議の弾力化などを通じまして、自治体の資金手当てが円滑に進むように配

慮されていることから、町税収入の決算額を見込みながら、基金の取り崩しに頼ることなく、

これらの地方債を活用しながら、今年度は柔軟に財政運営を図ってまいりたいというふうに

考えております。 

また、ご質問の令和３年度の自主財源の確保についてでございます。令和２年度から引き

続き、新型コロナウイルス感染症の影響によりまして、来年度以降も町税収入の伸びという

のは現段階においては見込むのは大変難しく、また来年度、中小企業の固定資産税の家屋、

償却資産の減免、それから固定資産の評価替え等も重なって、税収減がより厳しい財政運営、

想定されるところでございます。 

自主財源の確保に向けた取組の推進としましては、まず受益者負担の適正化、負担の公平

性の観点から町税等の再建確保策、これを強化するとともに、それからふるさと納税の推進、
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また遊休土地、建物等の売却や貸付け、町有財産の有効活用、これらを全町的に検討しなが

ら自主財源の確保に努めてまいりたいと考えているところでございます。また、令和３年度

の予算編成に向けましても、コロナ禍の厳しい経済状況下において、多様化する課題への的

確な対応、またまちづくり総合計画に掲げる町にとって真に必要な事業の着実な推進、財政

の健全化による持続可能な行財政基盤の確立、この両立に向けて財政運営を図ってまいりた

いと考えているところでございます。 

以上でございます。  

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） 具体的にお示しをいただきました。私も数字をしっかり捉えたわけ

ではございませんので、具体的にどこという形ではございませんが、今年度については今ご

説明があったように、何とかやりくりができるという見通しなので、今年度については言及

はすることはここでは控えますけれども、やはり何といっても来年度がとても気になる心配

なところでございまして、極端なことを言えば、もう財政のめどがちょっと今でも見通しが

立たないようなことさえ言われているところでございます。特に町税、町内の事業所の減収

であれば、町民税等の減収が当然増となるわけでございますし、毎年１億円近い入湯税が、

今年度でももう、かなり減収になっている。来年度ももう、今の状況が、入り込みがある程

度、５割ぐらいまで回復しないと、元の入湯税まで戻れないような状況になっているという

ことで、恐らくまた12月近くになれば、予算編成の時期を迎えるかと思いますが、大変苦労

されるのだろうなというふうには想像しておりますけれども、何とか税収確保に向けて努力

をしていっていただきたいということと同時に、この２番目の質問に入りますが、どうして

もやはり自賄いではどうしようもない部分は、国や道の交付金、補助金等に頼らざるを得な

いという現状であると思います。なかなかちょうだいと言っても簡単にもらえるものではな

いと思いますが、今回も財源の不足を補うために、私ども議会としても意見書等で、地方財

政の強化というお願いの意見書を提出する予定にはしておりますけれども、町として財源確

保に向け、安定的な財政支援を求めるために何か対策を考えられているか。なかなか簡単な

ことではないと思いますけれども、このことについてお伺いいたします。 

○議長（大西 智君） 藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） お答えいたします。 

今、質問ありましたように、今回の新型コロナウイルス感染症の影響で経済活動、かつて

ない規模で全国的に大変落ち込んでおります。その中で、国税、地方税についても大変深刻

な状況が生じております。 

まず、新型コロナウイルス感染症に対する国や北海道への財政的な支援要望でございます

けれども、今年度の状況で申し上げますと、国のほうでは新型コロナウイルス感染症臨時対

策臨時交付金、これを令和２年度、第１次補正予算で１兆円、第２次補正予算で２兆円を追

加交付を決定し、当町におきましても配分された交付金を元に住民生活の支援、地域経済の

活性化、新しい生活様式への対応、それから児童生徒の感染から命を守るための感染防止対
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策、これらを補正予算を計上し、現在新型コロナ対策を遂行しているところでございます。

しかしながら、新型コロナウイルス感染症の収束がいまだに見られない中、また来年度以降

の国や北海道の財政支援、あるいは対策、これらが不透明な中、町単独での新型コロナ対策

に対する備え、予算措置も検討しなければならないと考えているところでございます。町と

しましては、感染拡大によりまして、地域経済に引き続き大きな影響があることなどから、

国や北海道に対し、財政支援を引き続き要望してまいりたいと考えているところでございま

す。 

それから、コロナ以外の部分でも、今回ちょっと目立たないのですけれども、現在地方の

抱えている問題であります地域社会の持続可能性への懸念というのも大変重要視されており

ます。その中でも、人口減少や少子化による医療、介護、少子化対策に対するサービスの提

供、それからインフラの老朽化による更新需要の拡大、災害リスクの高まりによる防災力の

強化、それから現在国のほうで進めておりますＡＩなどを活用したＳｏｃｉａｔｙ5.0の到

来による基盤整備、新たな技術の活用など、地方を取り巻く環境はますます複雑化、多様化

してきておりまして、これらに対する町の財政需要も今後考えられるところでございます。

このような課題への対応も踏まえて、地方創生を推進するための基盤ともなる地域社会の持

続可能性、これを確保するため、交付税による財政措置、支援、国や北海道に対して、こち

らについても併せて要望してまいりたいと考えているところでございます。 

  以上でございます。  

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） 私ども議員も頑張りたいと思いますが、ぜひ、どの自治体も同じ状

況かとは思いますが、積極的に財政支援の働きかけをぜひして、予算獲得に努力していただ

きたいというふうに思います。それから、今ちょっと説明あったかもしれません。新型コロ

ナの対応で、今１次から４次までの対策が補正されて行われております。今９月議会にも５

次の補正が提案されているところでございますけれども、これらにまつわる事業費が、およ

そ、およそというかほとんどが国からの財政支援で賄われていて、当町からの持ち出し部分

があるのかないのか。これはあるとしたら、いっぱい対策を打つことにはやぶさかではない

のですが、今考えられている、行っていることに関しては、全て国、道の財政措置で賄われ

ているのかどうか、これ確認をさせていただきたいと思います。 

○議長（大西 智君） 藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） お答えいたします。 

  ４月から今回の９月、補正予算計上させていただいておりますけれども、事業費４億

3,042万9,000円、９月の補正入れた段階ですけれども、事業費を組まさせていただいており

ます。このうち、地方創生の臨時交付金が３億6,708万7,000円、１次、２次合わせて当町に

配分された交付金の額でございます。それから、各事業に対する国、道の支出金が3,228万

1,000円、それから寄附金、コロナ対策としてご厚意いただきました寄附金900万円、この中

で事業執行を行っておりました。現在のところ、町の一般財源の持ち出しはございません。
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特に、地方創生臨時交付金につきましては、当初の予想を上回る配分額、これを受けたとこ

ろでございまして、現在、実施計画に沿って配分額を余すことなく今年度は、まずはこれを

確実に事業実施してまいりたいと考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） 私も今の件で事前に資料をいただいておりましたので、内訳につい

てもなるほどなというふうに納得しておりましたけれども、今答弁をいただきまして、とり

あえずは国、道の措置で今の対策ができているということで理解をさせてもらいます。でき

たらこれ、議員に後で配付していただいたら、いい資料だと思いますのでお願いしておきま

す。 

  次の質問に移りますが、今回、やはりコロナの関係で、当初予定していた事業やイベント

等が中止等に措置をされて、結果的に、何月からになりますか、４月、５月ぐらいからです

か、予算の減額の補正がそれぞれ議会に提出されておりました。もうこれは致し方ない措置

ですから、減額の補正をするのは当然であって、このこと自体にとやかく申し上げるつもり

ではありませんが、一体どれくらい結果的に、これからはどれくらいあるか分かりませんが、

今までで結構でございますが、予算減額した財源はどれぐらいあって、またこれは事業計画

をどう立てるかによるかもしれませんが、そのまま温存して来年度にそのまま活用する財源

として考えているのかどうか、この辺についてお伺いをいたします。 

○議長（大西 智君） 藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） ただいまの質問についてでございますけれども、新型コロナ

ウイルス感染症の影響によりまして、当初予算で計上しておりました事業の執行で一部は影

響を受けておりまして、これら事業やイベントの中止による予算減額の額でございますけれ

ども、６月の補正予算で5,227万8,000円、それから９月補正予算、これからご審議いただき

ますけれども、事業費が739万7,000円、合わせまして合計で5,967万5,000円が減額補正した

額となります。この財源の内訳についてでございますけれども、基金繰入金等の特定財源が

4,173万9,000円、一般財源が1,793万6,000円でございます。このうちの一般財源につきまし

ては、新型コロナウイルス感染症の収束がいまだに見られない中、先ほどもそれから申し上

げましたが、来年度以降の国や北海道の対策、財政支援が現段階におきましては不透明な状

況であることから、町単独での新型コロナウイルス感染対策に要する予算措置も見据えて、

来年度の財源として有効活用を図ってまいりたいと考えておりまして、まずは今年度、財政

調整基金への繰り戻し、あるいは予備費への積立てを考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） 確かに２億円ほど繰入れのほうに繰戻しをしてますので、来年の予

算を立てるときによるのでしょうけれども、コロナの状態によるのかもしれませんが、使わ

なかった部分は基本的には余裕と見ていいのだろうとは思いますが、事業がやれるかどうか
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が分からない場合、これは12月にでしょうか、計画を立てる段階にならないと見通せないの

かもしれませんが、丸っきり予算化をせずに事業化しなければ、予算として金額は入ってき

ませんけれども、実際はその場面になってやれるような状況になったら補正して事業を組む

というやり方もできると思いますので、これもうやり方次第かもしれませんが、取りあえず

減額した部分については来年度予算として見込んでいいのかなというふうに考えておきたい

なというふうに思います。それで、財源に関しては、ごめんなさい。いろいろな対策事業で、

全部使い切っているわけではございませんので、残額が、執行残というのでしょうか、当初

予定していた金額を使わずに済んだ事業も幾つか出てくると思いますし、事業が確定しない

とこの金額も確定しないと思いますが、それは再度新しい事業に、コロナ対策に使うことに

なるのであって、恐らく別立てで来年度の私どもの予算に流用するようなことは、これは無

理なのだと思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（大西 智君） 藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） ただいまの質問についてでございます。 

９月の補正予算でもコロナ対策経費、計上させていただいておりますけれども、これらを

９月の、もし仮に実施したとして、交付金の残が1,756万円ほどがまだ交付金を充てていな

いということになりまして、現在余っているといいますか、これからの補正予算で計上させ

ていただくことになろうかと思います。 

それから、４月から現在、コロナ対策事業、推進しておりますけれども、当然中には不用

額も見込まれます。これらも合わせて今年度、幾らになるかはちょっと現段階では見込めま

せんが、かなりの額になることが想定されます。国から受けた交付金、先ほど申し上げまし

たけれども、約３億6,000万円ほどありますけれども、これは当然配分枠なので、この中で

事業を執行して、もしその範囲内での交付ということになりますので、もしその範囲内であ

れば、交付金の額はお返しするというか、受けられないことになりますので、まずそれはぜ

ひ避けなければならないと考えておりまして、いただいたコロナの配分金枠の中で、事業不

用額等も見込んで、これから10月以降の補正予算において計上させていただきたいと考えて

おります。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） 不用になった額は、やはりいろいろな見落とし等のこともあろうか

と思いますので、新たなコロナ対策に充てるということで理解をさせていただきます。 

  次に、財源のことからインフルエンザの質問のほうに移ってまいります。 

秋冬に向けて、コロナと同時にインフルエンザの流行が大変危惧されているところでござ

います。ワクチンの不足が心配される中、高齢者や子供たちの早期接種を考えていらっしゃ

るかどうか。また、病院だけではなく、健康診断のように公共施設で接種は可能にならない

かどうか。この点についてお伺いをしたいと思いますが、厚生労働省では、ワクチンは、

6,300万人分を例年より増して用意してるというふうに言われてまして、毎年インフルエン
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ザで1,000万人が罹患する、感染するというふうに言われています。ただ、コロナの対応で

３密を避けたり、手洗いの徹底とかマスクの使用とかというのが徹底されているので、一つ

の見方として、ひょっとしたらインフルエンザは例年よりも抑えることができるのではない

かというふうに報道もされているようですが、備えあれば憂いなしということで、やはりイ

ンフルエンザに対する対応もしなければならないというふうに思うわけでございますが、実

はコロナの症状とインフルエンザの症状が、私専門家ではありませんが、何か似ているので

はないかなということで、医療機関でも大変困るのかなというふうに思ったりもしています。

まず、このことの質問については、と同時に当町がインフルエンザの対策についてどんなこ

とをやっているのかも含めて、まず早期の接種のほうの部分についてお答えをお願いしたい

と思います。 

○議長（大西 智君） 金子健康福祉センター長。 

○健康福祉センター長（金子信之君） ただいまのご質問についてお答えをさせていただきた

いと思います。 

  インフルエンザは、流行については、例年１月末から３月上旬にピークを迎えますが、昨

年度は11月から12月にピークを迎えておりました。感染者のうち15歳以下が全体の70％を占

めており、70歳以上の方は、全体の1.6％となっています。昨年度は、新型コロナウイルス

感染症の発生により、マスクの着用、消毒の徹底が行われたことも関係し、総患者数も前年

度の６割程度の状況にとどまっておりました。 

予防接種につきましては、胆振西部医師会と１市３町で契約を行って実施しております。

今年度は10月の12日から予防接種をすることができる体制となっております。洞爺湖町単独

で、実施時期を早めるということは難しい状況となっております。ワクチンに関しましては、

各医療機関でワクチンの必要量を確保して、順次摂取できるよう依頼を行っているところで

あります。特に、高齢者の方は、ほとんどの方が何らかの疾患を持っていらっしゃる方が多

く、かかりつけ医の判断により、医療機関において接種をすることが望ましいと言われてい

ることから、先ほど質問でおっしゃっておりましたけれども、公共施設での健康診断での集

団接種というのは、実施は考えておりません。 

以上です。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） ちょっと聞き漏らしたかもしれません。いつもの年と同じような感

じで対応を考えているのかということも含めて、当町の対応、要するに中学生以下の無料化

とか、65歳以上は幾らぐらい補助されているのかとか、これからおよそ毎年、何か1,500人

ぐらい摂取を受けているようでございますけれども、この辺の状況をもし分かればご説明い

ただけますか。 

○議長（大西 智君） 金子健康福祉センター長。 

○健康福祉センター長（金子信之君） 申し訳ありません。失礼いたしました。 

洞爺湖町では、予防接種料金、今お話ございました予防接種の料金なのですけれども、洞
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爺湖町の単独事業といたしまして、乳幼児から中学生までにつきましては、全額の補助をさ

せていただいております。高齢者の方々へは、一定の条件の下ではございますが、一部また

は全額の助成を行っております。実際に先ほども申されておりましたけれども、コロナも含

め、インフルエンザも含め、感染自体を防ぐことは大変難しいので、感染予防の基本対策で

ある手洗い、うがい、手指消毒、マスクの着用を、さらなる習慣づけの周知徹底、注意喚起、

及び予防接種を行うことで、発症も含め重症化させないことなどの説明も含めた啓発で、予

防接種の勧奨について努めていきたいと思っておりますし、広報ですとか回覧物、来月から

でございます。来月になりますけれども、昨年度11月から12月のピークもありますので、来

月の広報とか回覧でそういったものの周知ですとかから入っていきたいというふうに考えて

おります。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） やはり心配されている方が、コロナと同時ということもあるもので

すから、特にこのインフルエンザの接種については、広報等を通じて、分かりやすく、徹底

的に広報をしていただきたいと思います。 

  それと、もう少し伺いたい部分があるのですが、これ、先ほど症状が似ているのではない

かということで、逆にみんなインフルエンザだろうと思って、今までは医療機関に行っても

何の抵抗もなかったのが、ひょっとしたらコロナでないかというふうに疑われることが、逆

に医療機関のほうで発生しないのかという心配を実はしていまして、医療機関への受診の際

に、この辺の取組といいますか、医療機関の受入れ方に何か制度的な変更や申合せというの

でしょうか、受入れ体制について連携が、各自治体と連携が取れているのかどうかというこ

とをちょっと確認をさせていただいきたいことと、高齢者の方が、先ほど健康診断のように

できないということでしたが、これはすぐには無理かもしれません。ただ、これは今回に

限ったことではございませんので、将来的に医療機関に行くのは、それは当然なのでしょう

けれども、送迎も含めて、交通弱者の方もいらっしゃいますので、検診を接種等が受けれる

環境をぜひ整備をしていっていただきたいということで、これは答弁結構ですけれども、今

後の課題としてよろしく対応のほどお願いしたいということと、後は児童生徒は、これもそ

れぞれ無料になっていますけれども、希望者だけにしているのか、学校全校生徒を受けさせ

ているのか。そのときにはやはり病院にいくのでしょうか。その辺、ちょっと確認させてく

ださい。 

○議長（大西 智君） 金子健康福祉センター長。 

○健康福祉センター長（金子信之君） 今のご質問に対しましてお答えをさせていただきたい

と思います。 

  風邪の症状、熱ですとか咳ですとか、そういう症状が発生したときにどういう形の医療機

関とか、その医療機関の体制どういうふうになるのだというような形のご質問、あと中学生

の接種は学校単位なのかというところなのですけれども、まず中学生の接種につきましては、
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任意でございます。強制的に皆さんに打っていただくということではなく、任意で受診をし

ていただくという形になっております。あとは、風邪とかインフルエンザとか発熱ですとか、

そういった部分なのですけれども、令和２年９月４日、直近なのですけれども、次のインフ

ルエンザの流行に備えた体制整備に関する事務連絡というのが国から発動されております。

その中で、都道府県はかかりつけ医の地域で身近な医療機関等を相談・受診し、必要に応じ

て検査を受けられる体制を10月中をめどに整備することとしているという形になっておりま

す。これを受けて、今後、発熱時は、現在のコロナウイルスとかに関しまして、帰国者・接

触者相談センターというのがあって、そこに発熱があったら相談するようにという、以前の

体制があったのですけれども、そこに相談するのではなく、まずはかかりつけ医に身近な医

療機関に電話で、まず必ず電話をしていただいて、その相談を行った上で必要な医療を受け

る体制にという形で変更になると思われます。北海道でも、今後これに関しまして国からの

通知を受けて協議が行われることとなっております。そのため、町といたしましても、北海

道より、その協議により正式な通知があり次第、町内の医療機関にそういう体制を再確認を

させていただいて、回覧ですとかホームページですとか、そういったものの皆さんがご覧に

いただけるような、していただけるような体制づくりを図っていきたいというふうにまず考

えております。また、現在におきましても、町のいずれの医療機関におきましても、今は、

発熱があった場合は、相談できる体制というのは、町内の医療機関では整えておりますので、

仮に発熱が起きた際に、今現在で発熱があった際には、そういうお電話で、まずは相談をし

ていただければよろしいのかなと思っておりますし、そういう健康上の困りごと等がござい

ましたら、町のさわやかのほうでも電話をいただければ、そういったようなご説明とかご支

援をさせていただいきたいというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） その辺、今、金子センター長が申し述べられたことを住民の皆様に

かいつまんで、優しい言葉で周知していただければ、どう対応したらいいかというのを分か

りやすくなると思いますので、その辺の手続もひとつよろしくお願いをいたします。 

  財政の関係の総括をちょっと町長にいただきたかったのですが、次の質問を全部終わって

から、この湖の関係と来年の財源に関しての見解を最後に町長に伺うことといたしまして、

２番目の火山の恵「洞爺湖」をいつまでも守り続けるためのという質問に移ってまいります。 

  ８月の十八、十九くらいだったと思いますが、新聞記事で皆さんもご覧になったと思いま

すが、洞爺湖に関する記事が掲載されておりました。「洞爺湖中島に無許可桟橋、利用者の

良識任せ限界。環境省、厳格に対処。行政の腰重く、対応後手。」、これ見出しですけれど

も、などと紙面をにぎわしたことは、皆さんご承知のことと思います。これは単に水上バイ

ク等のことで、中島に不法の桟橋ができたということのみならず、湖が抱える課題は、外来

生物のウチダザリガニであったり、生息比がどんどん拡大していることであったり、中島の

鹿、落ち着いて管理されてますけれども、そのことやそれによる植生、この辺が今にわかに
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回復しているということでございますけれども、今、これら課題にいろいろ取り組んでいる、

町としても取り組んでいる最中にこのような記事が出たところであります。はるか昔から、

満々と水をたたえている洞爺湖は、もちろん私どもの町のシンボルでもありますし、多くの

恵みをくれている、ほかの町にしたらうらやましがられるほどの湖だというふうに私も思っ

ています。しかしながら、今、こう申し上げました諸課題は、これみんな、全てが人間が行

う行為によって発生した課題であります。そんなことから、これは皆が共有して、大切に持

ち続ける貴重な財産であるわけですから、このことをきっかけに、洞爺湖についてやはり一

度考えてみるべきだろうということで今回の質問に至ったわけでございます。 

  １番目に、洞爺湖は行政区画上、当町と壮瞥町に帰属している、２町にまたがっていると

いうことでございますけれども、本来、主体的に管理すべき機関はどこなのかということと、

これを管理するに当たっては、どのような法律でこの湖が守られているというか、管理され

ているのかについて、まずお伺いをいたします。 

○議長（大西 智君） 田仁観光振興課長。 

○観光振興課長（田仁孝志君） 洞爺湖を管理しております機関、それから洞爺湖に適用され

る法律でございます。 

まず湖でございますが、湖は河川法により北海道が管理してございます。河川法は、河川

法第１条において、洪水、津波、高潮等による災害発生が防止され、河川が適正に利用され、

流水の適正な機能が維持され、河川環境の整備と保全がされることを目的としております。

河川には、国土交通大臣が指定します１級河川と都道府県知事が指定します２級河川に分け

られており、洞爺湖は長流川水系洞爺湖として北海道が管理してございます。また、洞爺湖

中島は、国有林でございます。林野庁北海道森林管理局後志森林管理所が管理してございま

す。こちらでは、森林法が適用されまして、森林計画、保安林、その他森林に関する基本的

事項を定めて、森林の保続バイオと森林生産力の増進を図り、国土の保全と国民経済の発展

に資することを目的としてございます。さらに、支笏洞爺国立公園内でございます。洞爺湖

周辺は、環境省も管理してございまして、こちらは自然公園法が適用されております。自然

公園法は、優れた自然の景勝地を保護するとともに、その利用の増進を図ることにより、国

民の保健、休養及び強化に資するとともに、生物の多様性の確保に寄与することとを目的と

しているものでございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） 基本的なことで大変恐縮だったのですが、まず共通の認識として、

洞爺湖はこういったいろいろな分野でそれぞれ目的を持ってといいますか、管理の目的に

よって、管理する場所とその法的にいろいろ区分けがされているということをまず理解させ

ていただきました。その上で次の質問等に移っていきたいと思っております。 

  ただ、これがやはり国、道の、これ全部国の法律になりますか、自然公園森林河川法は。

そうしますと、地方自治体でつくる条例等は、この上位方法、指定するというか、この範囲
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内の中でしか規定できないということで、あくまでもこの法律が我々がつくる条例等よりも

必ず上に来る法律でございますので、これは守りぬかなければならないというのが一般的な

考え方であることをまず理解をしておきたいと思います。 

２番目の質問になりますが、当町はジオパーク構想を展開している町でもありますし、今

年、景観条例を制定しようというふうに思っている町であります。その町が、やはり大切な

洞爺湖を守り続けるためには、明確に、この洞爺湖をどうするのだという明確な意思表示が

やはり必要で、今、この管理監督をしている国や道にしっかり伝えておくということが大事

なのだろうなということで質問させていただきます。ジオパークの目的、また景観条例制定

の目的等は、私なりに理解しているつもりではございますが、これら両方とも、この自然と

いう意味合いでは、自然、それから地質遺産という意味では、この洞爺湖を切っても切れな

い関係にある。お膝元の町が、この洞爺湖をないがしろにしているとは言いませんが、もっ

と大事にしないといけないのだろうなと、もっと意識しなければいけないのだろうなと、そ

ういう思いで、明確な意思を示したらどうかとの質問でございますが、当然、壮瞥町と域を

分かち合っているわけですから、私どもの町だけで云々というわけにはいかないかもしれま

せん。当然、共通認識や、意思疎通を図らなければいけないと思いますが、まずこの国や道

にしっかり町の意思を伝えるということについて、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（大西 智君） 兼村庶務課長。 

○庶務課長（兼村憲三君） ただいまのご質問でございますが、やはり一つ目の質問の流れか

らいきまして、議員心配されている背景には、今回の冒頭おっしゃられました報道関係も当

然入ってきているのだろうというふうには思ってきております。そこを踏まえてお答えさせ

ていただきますけれども、環境省においては、先月の３日、屈斜路湖全域で、個人による水

上バイクなどの動力船の乗り入れを原則禁止する方針を示したというところでございます。

道内の国立公園内においては、支笏湖など動力船の乗り入れが規制されているところではご

ざいますけれども、現在洞爺湖町内においては、財田地区から個人による水上バイク等の乗

り入れが可能となっている現状ということでございます。町といたしましては、乗り入れ可

能なこの洞爺地区においては、やはり洞爺地区の湖畔レジャー対策協議会を設置して、無秩

序な利用をローカルルールにより制限して、自然環境保全の観点も含めて、これまでしっか

りと運用してきたというところではございます。 

  今後においては、議員６月のときにも質問いただきました湖畔キャンプの検討と併せて、

水上バイク等の乗り入れについても、管理運営をしてございます洞爺まちづくり観光協会と

現在協議中でございます。一定の方向性を見出した上で、洞爺地区の湖畔レジャー対策協議

会をはじめ地域住民等からもご意見をいただきながら、しっかりと方針を示していきたいと

いうような考えでございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） 今屈斜路湖の話も出ましたけれども、後でもう１回、その経緯につ
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いてちょっとお伺いしようと思っていましたけれども、次の質問で、かといって水上バイク

等の乗り入れを全面的にだめだということにしますと、実際生活といいますか、内水面漁業

がございますし、今、許可をもらって営業としてやられているボートや航路をお持ちの事業

者もいらっしゃいますので、公平感がなくなるのかもしれません。そういった意味では、重

要な部分については、しっかり継続できるということも前提の上でのことでございますけれ

ども、この３番目の質問は、仮に一時的に今中断等の措置を取るとした場合という仮の場合

でございますけれども、そういう場合はむやみに全部だめだということではなくて、私たち

の地域にとって必要なものはしっかり、認可制なのか許可制なのかあれですけれども、しっ

かり残した中で、洞爺湖の静かさといいますか、あれを回復していくというところに努める

というところにやったらどうかなということで、このことについては、ちょっと前提が違う

と、きっとお答えにくいと思いますので、措置が必要と思うというのは、この答えについて

は簡単に答えていただければ結構なのですが、むしろ道東の屈斜路湖、これもやはり中島を

持っていまして、同じような湖の体系になっていますけれども、来年度から、多分ルールを

守らない方がいてという住民の意見を察してということなのかもしれませんが、停止になり

そうなこの経緯が分かっていれば、それも重ねてお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（大西 智君） 田仁観光振興課長。 

○観光振興課長（田仁孝志君） 洞爺湖では、古くから湖上レジャーとして動力船を活用し、

商売を営んでいる事業者もございます。また、内水面漁業で生計を立てられている漁業者の

方もおります。非動力船であるカヌー、そして今年に入りまして、特に人気急上昇してござ

いますサップなども楽しんでいる方も増えておりますが、少なからず年間で数件、洞爺湖で

も水難事故等がありまして、動力船が救助に出向くこともございます。 

  議員がおっしゃいますとおり、この洞爺湖をいつまでも守り続け、また洞爺湖というこの

恵まれた自然環境を観光資源として活用し、誘客戦力の一つとするためには、これらの継続

というものが必要であると考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 兼村庶務課長。 

○庶務課長（兼村憲三君） 屈斜路湖の水上バイク等の乗り入れの禁止に至った経緯というこ

とでのお尋ねでございます。 

  屈斜路湖のほうにも適正利用連絡協議会、これがございます。23年前に発足ということで

聞いてございます。平成９年頃になるのでしょうか。やはりそこでも、ここの協議会におい

ても利用マナーの悪化については、もう十数年来の課題だというふうに聞いてございます。

やはり発着場所以外からの乗り入れであったり、カヌーの利用者とのもめごとであったり、

また騒音問題であったりというようなことで、そういう課題が浮き彫りになってきていたと

いうふうに聞いてございます。こうした中で、昨年、一昨年の協議会の中で、弟子屈町長が、

ルールが守らなければ動力船を禁止する旨の発言をしたということで聞いてございます。そ

うした中で様子を見ていたところではあったのですけれども、動力船規制に踏み切ることと
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決断して、環境省のほうに自然公園法の適用を要請をしたというようなことで聞いてござい

ます。 

  ただ、こちらの要請があったということではございますけれども、環境省のほうでも管理

計画の改正のタイミングといいますか、そういったことも相まってというようなことでも聞

いておりますので、例えばうちの場合であれば、当然壮瞥町と洞爺湖町が、２町がございま

す。それぞれのルール、また条例化になっている、なっていないも含めて、そういったとこ

ろの整合性の難しさもあるとは思いますので、なかなかそうすぐにというような方向性にと

いうような形は、現時点ではなかなか厳しいのかなというふうなことを考えてございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） むやみにやめろということの意味で言っているつもりはありません

が、大切なことは残しながら、やはり１回考えてみるということが必要なのかなというふう

に思いますし、屈斜路湖の例もございますので、この辺も参考にしたらどうかというふうに

思っております。 

  最後のところですが、この報道等を受けて、ここにございます洞爺湖適正利用推進連絡協

議会、これも設置されておりまして、多分開催をされているのかなというふうに思いますが、

その辺のこの機関の機能、それから権限について再協議すると同時に、来年度に向けた洞爺

湖のこの湖の利用について検討すべきということで、この機関に対して、１回開かれている

なら、どんなことが話し合われたということを、今私がこうやって提案させていただいてい

ることも含めて、再度協議会を開いていただいて、本当にこの湖の利用はどうあるべきかに

ついて検討していただきたいという意味で、この４番目の質問をさせていただきました。お

答えをお願いします。 

○議長（大西 智君） 兼村庶務課長。 

○庶務課長（兼村憲三君） まず、適正利用協議会での協議の内容ということのお尋ねでござ

います。 

  過日９月１日に洞爺湖適正利用推進連絡協議会を開催してございます。そこでは、浮桟橋

の無許可設置に伴う再発防止対策について、それから、レジャー対策における課題等の情報

共有についてが話し合われました。再発防止策としては、まずはパトロール調査を実施して、

無許可の工作物等の洗い出しを行う。そして、無許可設置が確認されれば、撤去指導等を行

うこととしてございます。また、今後においても、関係機関が気になる工作物等を発見した

場合、事務局が窓口となって関係機関に対し、それを報告し、対応を協議するということに

なってございます。 

  それから、レジャー対策における課題等の情報共有を行い、今後レジャー対策における

ルール化に向け整備をしていくこととして進めることとしてございます。それから、この具

体的なルールについては、今後の協議事項という形になろうかというふうに思いますけれど

も、ほかの地域でのルールを参考にしながら、洞爺湖においてどこまで規則が必要なのか、
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また禁止も含めての協議会内において議論していきたいというふうにも考えてございます。

また、自然公園法において、自然を保護するとともに、その利用の増進を図ることを目的と

していることからも、やはりこれを踏まえ、今後協議検討を進めていきたいというふうに考

えています。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） むやみにやめろという、先ほども何回も申し上げて恐縮ですが、た

だ、それも視野に入れた中で今後の協議を進めていってほしいということと、仮に、仮にと

いうか、今後ルール化してやっていこうと、例えば水上バイクのことですが、やっていこう

というふうにしても、乗り入れ人数の制限であるとか、乗り入れできる期間をしっかり短縮

と言ったらいいのでしょうか、期間を考える、それから予約制だとか、あそこはキャンプを

して、洞爺の場合ですけれども、キャンプをして何日も滞在できる形になっていますけれど

も、例えば日帰りのみの利用とするとか、いろいろな対策、それがその桟橋の云々というふ

うに直接つながりませんけれども、ルールをしっかり守っていただく、住民の理解も得られ

る、その辺の、せいぜいこの辺までも検討されないと、ちょっと今住民の中でも、かなりも

う禁止だという強く言う方が最近多くなってきてますので、その辺も考慮していっていただ

きたいというふうに思います。コロナの関係で生活も全部意識改革が、コロナ自体は大変憎

ましいものですけれども、人間生活、私たちの生活、ふだん当たり前の生活がそうではない

のだということを、ジェットもそうですけれども、気づかせてくれたということだけは、コ

ロナのせいぜいもの人間にとっての警鐘を鳴らしてくれたかなというふうに理解してもいい

のではないかというふうに思います。 

 私の質問はこれで終わりにしたいと思いますけれども、最後に、大変厳しい財政だと思いま

すが、その意気込みとこの洞爺湖の利用、とても洞爺湖を愛してらっしゃる町長で、なかな

か湖の利用云々と一気に切れないかもしれませんが、強い意志を示すことも必要だなという

ふうに私思いますので、ご所見をお伺いいたします。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） ただいまいろいろご質問いただきました。 

  まず、１点目の新型コロナ対策を含めた町の財政状況についてでございますが、当初は私

どもの町も一般会計から第１次補正予算を組まさせていただいたときに、多額の金額を出費

しておりました。ところが、この臨時交付金、私どもの予想を上回る交付税、いわゆる今現

在相対で３億6,700万円ほど入ってまいりました。そのおかげで、１次、２次、３次、４次

をやった中で、これは一般会計に戻してもいいだろうというものについては、もちろん基金

もございますけれども、そちらのほうに今、繰戻しをさせていただいたところでございまし

て、今かかる費用につきましては、全て国の臨時交付金を利用させていただいております。

そんな中、これからまた、恐らく対策を講じなければならないだろうと思われるものも多々

出てこようかと思います。そのためにも、しっかりした財政運営をしていかなければならな
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い。しかし、残念ながら、町税に関しては、今年においても、恐らく来年になるともっとひ

どい状況があろうかなというふうに思いますので、町の一般財源については、財政について

は、町の税収あるいは今までの貯えたもの等々含めて、これはしっかり組み直しをしながら

対策を講じていかなければ、如何せん財政が悪化するようなことだけは歯止めをかけていか

なければならないというふうに思っております。 

  国のほうに対してでございますけれども、これまで私どもの町にもいろいろな国、国会議

員の先生がお見えになっていただいておりました。その折に、特にこの臨時交付金について

は、まだまだコロナ対策が万全ではないと、まだまだ収束に向かっているわけでもないので、

それに対応した交付金を何とか増額してほしいという要望をさせていただいておりました。

それからその折に、来年以降、やはり日本国内の景気が相当落ち込むだろうということが予

測されておりますけれども、力の弱い、財政力の弱い地方公共団体は、どうしても地方交付

税に頼る団体でございます。ここのところは、減少することなく、何とか増額の方向に向け

てお願いしたいという強い要望はさせていただいているところでございます。 

  ２番目に、町内のかかりつけ医、そしてインフルエンザの関係、さらには新型コロナウイ

ルスとの関係でございますけれども、私もかかりつけ医に通っている１人でございますが、

この間もちょっと病院の先生とお話をさせていただきました。私どものその病院は、10月12

日から予防接種をできる今段取りをしておりますと。ただ、ワクチンについては、例年要望

しているワクチンの量がひょっとしたら入らないかもしれない。ワクチンについては、なる

べく早めに接種をしてもらいたいというふうに思っているのですというお話をしておりまし

た。その折に、これから発熱をしてワクチンを受けに来る方もいるかもしれない。それがイ

ンフルエンザなのかコロナなのか、私も見てみないと何とも言えないのですと。そして、そ

ういう人方が一つのフロアに固まると、また２次の感染が万が一のときに拡大されるかもし

れない。そこら辺が非常に心配しているのです。さらには、私自身が新型コロナウイルスに

先生自身がかかってしまったら、病院を休まなければならない。個人病院ですから、先生が

いなければ当然そうなってしまうと思うのですけれども、そういう危険をはらみながら、や

はり地域の医療機関として、これから何とか頑張っていくけれども、どうしたらいいものか

なんていうことで、お悩みになっていたという部分もございますので、行政のほうとして西

胆振医師会の一員である病院の先生方が何とか今後も継続して業務をできるように、行政の

ほうも相談ですとか、あるいは支援ですとか、そういうものも含めて対策を考えていかなけ

ればならないだろうというふうに思っております。 

  それから、最後の洞爺湖の環境保全についてでございますけれども、さきに心ならずとも

いわゆる洞爺湖の中島の近辺に浮桟橋があったと。新聞報道があってしまったわけでござい

ますが、先ほど担当課長のほうからも話ありましたけれども、それぞれの国の機関がござい

ました。中島を管理する林野庁、さらにはこの湖の水源を守っていく立場、利用している立

場の北海道、さらにはこの湖を全体を所管する環境省、さらには運輸局、こういう上部団体

がありますけれども、その中で以前から洞爺湖適正利用推進協議会なるものがございました。



－94－ 

この湖沿いでは、洞爺湖中島国立公園というのもありましたけれども、以前から遊覧船を業

としている会社、あるいはモーターボートを業としている会社、あるいは漁業協同組合等々

が洞爺湖で漁をされておった。その中で、その航路については、ここはもう既に既得権があ

るわけですから、しっかり守っていこうと。さらに、特に漁業協同組合については、採卵、

魚が卵を産むところ、この場所等々については、そこは遊泳禁止ですよというのがありまし

た。 

ただ、今最近いろいろな面で国民共有財産の洞爺湖において、水上レジャー施設、特に水

上バイクですとかあるいはカヌーですとか、サップですとかヨットですとかいろいろなもの

が入ってまいりました。そんな中でいろいろな協議会だとかそういうものありますけれども、

やはりもう一度原点に戻って、ローカルルールにはなるかもしれませんけれども、いろいろ

な上部団体の方々にも入っていただいてルールをもう一度定めてまいりましょうという取組

を、今それぞれ動いていただいております。そして、この洞爺湖は、二つの町が管轄をさせ

ていただいております。私どもの町と隣の町との意見交換を十分しながら、当然その適正利

用推進協議会の中には隣の町も入っていただいておりますので、新たなローカルルール、今

までのものは今までのものとして、そしてさらに、特にプレジャーボートというのでしょう

か、そういうところについては、回っていただく、遊んでいただく範囲をある程度定めて、

そういうふうなルールができないかなということで、今話かけをしているところでございま

すが、今議員のほうからもご提案ありました。例えば期間ですとか人数ですとか、予約制、

あるいは日帰りのみですとか、そういうものもしっかりこれから組んでいただいて、近隣、

周りには、岸のほうにはやはり民家もあり、人もそこで生活しているわけですから、そこら

辺とうまく調和ができるような対策にしていきたいというふうに思っておりますので、行政

のほうといたしましてもそれを望んで、そういうふうな方向で今回答、答えが出てくるのを

待っているところでございます。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） 終わります。 

○議長（大西 智君） これで、６番、五十嵐議員の質問を終わります。 

  ここで休憩といたします。再開を２時25分といたします。 

                               （午後 ２時１３分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大西 智君） それでは、再開をいたします。 

                                （午後 ２時２５分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大西 智君） 引き続き、一般質問を続けます。 

  次に、４番、大屋議員の質問を許します。 

  ４番、大屋議員。 

○４番（大屋 治君） ４番、大屋治でございます。私の質問につきましては、先ほど６番議
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員のほうでも大まかな質問して、親切な回答がございましたので、一応割愛するかもしれま

せんけれども、洞爺湖の保全に対する、豊かな洞爺湖をどうやって保全していくのかのこと

につきまして質問していきたいと思います。 

  現在、町は、景観計画の策定に取り組んでいるわけですが、洞爺湖の魅力ある雄大な自然

景観の保全は、絶対不可欠な事案だと思います。そこで、洞爺湖におけるキャンプやプレ

ジャーボートの利用者などのマナーや安全確保に法的規制を求められている中で、プレ

ジャーボートなどの中島乗り入れによる仮設施設が報道され、町として対策を講じたわけで

すが、今後の許可を含めて対策を考えていかなければならないと思います。それで、プレ

ジャーボートの正規の取扱いでの入込数をお聞きいたします。 

○議長（大西 智君） 兼村庶務課長。 

○庶務課長（兼村憲三君） プレジャーボート類の入込数のご質問でございます。 

 個人利用の動力船の利用定数については、昨年度、壮瞥町では、個人営業を含めて約700艇

程度でございました。洞爺地区は3,542艇であり、全体で約4,200艇の利用があり、年々増加

傾向にございます。また、今年はコロナ禍の影響もありまして、開設が６月からとしてござ

います。６月から８月までの利用分が、壮瞥町では個人営業を含め約500艇、洞爺地区は

2,585艇ということでございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 大屋議員。 

○４番（大屋 治君） ありがとうございました。プレジャーボートのその正規の取扱いとお

話ししたのですが、それ以外に、洞爺湖にはふたがございませんので、どこからでもそう

いったレジャーボートが乗り入れできるような体制になってございます。ひどいのは、ユ

ニックを持ってきて、それで降ろして入れたり、または羊蹄山麓を含めたところ、ニセコ地

区からラフティング業者がアウトドアで楽しむ人たちを、インバウンドの人たちを昨年あた

りはたまたま、今年こそはそのインバウンドの人たちはいないのでしょうけれども、昨年あ

たりはそういった方々を連れてきて、堂々と町の整備した駐車場に止めて、それも時間に関

係なく、朝早くから適当な時間で、自分たちの好きなように洞爺湖でそういったプレジャー

ボート類が自由に動いているというのは聞いております。それから、今現在でもたまに土曜、

日曜、洞爺湖に行きますと、プレジャーボート類が、プレジャーボートというより水上バイ

ク等が、もう中島周辺のほうまで行ってぐるぐる回っております。そういったことに対して、

先ほど壮瞥町、それから洞爺湖町含めた中で15団体が洞爺湖適正利用推進連絡協議会をつ

くって対応に当たっているということでございますけれども、そこではたまたま中島への上

陸は禁止と定めている中でもたまたま今回は報道されるような事態になりました。それは本

当にローカルルールなのかもしれませんけれども、そうやって協議会で決めているにも関わ

らず守らない。では、守らなければどうするのだといったら、やはり法的拘束力を持った規

制がなされなければならないのではないかと私は考えているところでございます。 

  そこで、次いきますけれども、先ほども６番議員のほうからも話ありましたように、洞爺



－96－ 

湖の中島周辺では、特に中島の中では鹿が今現に生息しているわけです。それと、その鹿の

生息数につきまして、今現在どのようになっているのかお聞きしたいと思います。 

○議長（大西 智君） 片岸農業振興課長。 

○農業振興課長（片岸昭弘君） 鹿の生息状況でございます。 

まず、これまでの経過について少し触れさせていただきたいと思ってございます。洞爺湖

中島のエゾシカ生息頭数は、平成15年に過去最大の400頭を超える頭数が確認されてござい

ます。植物への食害による壊滅的な状況に陥り、かつて生息しておりました動物や昆虫も減

少し、生物多様性が壊されておりました。平成24年２月10日に、洞爺湖中島エゾシカ対策協

議会の設立と同時に、酪農学園大学が代表としまして、環境省による環境研究総合推進費を

受託しまして、洞爺湖中島のエゾシカを大量捕獲した結果、200頭超から平成26年３月には

56頭まで個体数の減少をさせることができました。その後、平成26年度からは、環境省北海

道地方環境事務所による試験捕獲等事業により、年間数十頭の捕獲を行いながら、低密度を

維持してきてございます。令和２年３月時点の頭数でございますが、86頭ということで報告

を受けているところでございます。 

○議長（大西 智君） 大屋議員。 

○４番（大屋 治君） ありがとうございました。鹿につきましては、当初、もともとそんな

にいなかった、要するに人為的なもので持ち込まれたものが400頭を超える数字になってし

まったと。それを今現在86頭にまで密というかその頭数を減らして、それが適正なのかどう

か分かりませんけれども、それでは今後の生息数をどのようにしようとして考えているのか

教えていただきたいと思います。 

○議長（大西 智君） 片岸農業振興課長。 

○農業振興課長（片岸昭弘君） 洞爺湖中島エゾシカ対策協議会では、平成29年10月に洞爺湖

中島エゾシカ管理計画を決定をいたしております。洞爺湖中島には、議員おっしゃるとおり、

本来エゾシカ生息していなかったことから、生態系維持の観点からエゾシカは存在しないこ

とが望ましいと思われます。低密度維持において植生の回復が認められていることから、エ

ゾシカの数を50頭以下に維持することを目標水準として決定をしているところでございます。

環境省は平成29年より予算措置を行いまして、50頭以下の目標水準を維持することとなって

おります。また、洞爺湖中島におけるエゾシカの数をゼロに近づけるための手法も検討する

ことと決定されているところでございます。本取組を実施するために、洞爺湖町としても洞

爺湖中島エゾシカ対策協議会の構成員であります地元関係者の皆様と研究機関と連携して、

対策を講じてまいりたいと考えてございます。 

○議長（大西 智君） 大屋議員。 

○４番（大屋 治君） ありがとうございました。もともといなかったシカをゼロにまでしよ

うということで、今計画を進めているということでございますので、安心しました。それが、

やがてゼロになって、元の状態になっていただければいいのかなと思いますけれども、その

前に、今現在、食害が相当進んでいると思います。もうすかすかの状態ですから。それで、
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今、繁茂というか茂っているのは、鹿も食べない、人間も行っても触ったら痛いというか、

そういうとげがある食べ物だと思うのですけれども、食害が見られる植物の生態系の再生計

画はあるのでしょうか。 

○議長（大西 智君） 片岸農業振興課長。 

○農業振興課長（片岸昭弘君） 再生計画の関係でございます。具体的な再生計画というもの

はございませんが、洞爺湖中島エゾシカ管理計画の中で、中島の森林植生の再生を目指すこ

とを目標としてございます。そのため、エゾシカを低密度に維持するために捕獲を実施して

いるという状況でございます。 

議員おっしゃるとおり中島のエゾシカの個体数は、1980年代に153頭、それから1983年秋

には300頭を超える超高密度の状態となりまして、そこが30年以上続いたことによりまして、

シカの菜食の影響により、島内の植生構造が大きく変化をしてございます。1977年には460

種の植物が確認されておりましたが、2000年初頭には150種にまで減少をしてございます。

議員おっしゃるとおり、エゾシカが好まないフッキソウですとかハンゴンソウなどの植物の

密度が増加をしてございます。中島の森林の管理は、後志森林管理所となります。森林植生

の回復方法は、天然更新を基本としてございますが、倒木した近くでは、稚樹の更新が確認

をされている状況です。植生の回復をさせるためにも、引き続き関係機関と連携をして進め

てまいりたいと考えてございます。 

○議長（大西 智君） 大屋議員。 

○４番（大屋 治君） 了解いたしました。何か、明るい洞爺湖が、中島が見えてきそうな気

がします。その中で、今、絶対いてはならない動物が出現するということで聞いております。

それは何かと言いましたら、壮瞥川、要するにあそこにも残ってはならないものが壮瞥川の

河口までウチダザリガニが繁茂しているというか、たくさん生息しているということで聞い

ておりますけれども、洞爺湖中島ではどのような形になっているのでしょうか。 

○議長（大西 智君） 田所産業振興課長。 

○産業振興課長（田所昭博君） 今ご質問ありました特定外来生物であるウチダザリガニにつ

きましては、2005年に洞爺湖で初めて発見され、その後生息調査にて洞爺湖南岸にて定着が

確認されました。ウチダザリガニは雑食性で、水草や定性生物、魚類などを食べることや、

ニホンザリガニと競合するなど、洞爺湖の生態系に大きな影響を与える可能性が高いことか

ら、2009年に洞爺湖の生物系保全を目的に地元自治体、洞爺湖町、壮瞥町、ボランティア団

体であるＵＷクリーンレイク洞爺湖外関係団体に加え、専門機関である酪農学園大学、顧問

として環境省、北海道が加わり、洞爺湖生物多様性保全協議会を設立し、協議会を中心とし

たウチダザリガニの捕獲調査が始まり、現在に至っております。 

  ご質問の洞爺湖中島のウチダザリガニの生息状況でございますが、令和元年度に環境省に

よる中島でのウチダザリガニの生息調査を行った結果、中島での生息が確認されたことから、

洞爺湖生物多様性保全協議会で、今年度環境省の補助金を活用し、洞爺湖全体での捕獲調査

に加え、新たに中島に捕獲かごを設置し、捕獲調査及び駆除を実施している状況でございま
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す。 

○議長（大西 智君） 大屋議員。 

○４番（大屋 治君） 了解いたしました。いたずらによって、そういったものがたくさん、

特定外来生物が発生したと言い難いところはありますけれども、もともといなかったものが

そういうところに出てきて、たくさんの費用かけて処分しなければならないというのは、本

当に残念な話でございます。 

それで、今、洞爺湖周辺には、中島を含めた中で、すごい水草が枯れてしまっているよう

なところもあるのです。それは何かといったら、ウチダザリガニによって食べられてしまっ

たというのは一般的な話なのですが、それでその中島も含めた中で、洞爺湖のすてきな生態

系を今後守っていかなければならないと思うのですが、今現在、つい先頃報道されましたけ

れども、札幌にも今、イヌワシだとかオオワシが戻ってきていると。それから、オシドリが

道庁の公園だとかちょっとしたホテルの庭にたくさん子をなして、最終的には五、六羽ぐら

いしか残らないのでしょうけれども、15羽も十何羽もなして、川に戻るというか生息しよう

ということで、一生懸命頑張っているわけです。そして、洞爺湖ももちろん月浦だとか旭浦

のほうに、そういったオシドリや何かもたくさん来ています。だけれども、そういう水上バ

イクだとかジェットスキーなどが岸に寄ることによってすごい飛び立っていくのですね。私、

たまに静かに見ているのですけれども、そういったものにする今後の中島の生態系を守るた

めの対策はどのように考えているのか、お答えいただける方がいましたら、よろしくお願い

いたします。 

○議長（大西 智君） 兼村庶務課長。 

○庶務課長（兼村憲三君） 今後、洞爺湖中島の生態系を守る対策ということのご質問だと思

いますが、洞爺湖中島の生態系を守るためには、先ほど各課長からお話もありました洞爺湖

生物多様性保全協議会であり、また洞爺湖中島エゾシカ対策協議会など、それぞれの協議会

において自然環境の復元のための対策を実施しているというところではございます。ただ、

議員心配されておりますプレジャーボートにおいてということでございますが、こちらは先

ほどの五十嵐議員とやや回答が重複するかもしれませんけれども、プレジャーボートの利用

については、これは自然公園法に基づいて環境省で作成された管理計画書においてプレ

ジャーボート等の乗り入れは、秩序ある湖面の利用を図ることが明記されております。町と

いたしましては、乗り入れ可能な洞爺地区においては、洞爺地区湖畔レジャー対策協議会を

設置し、ローカルルールにより制限し、自然環境保全の観点も含めて、これまでしっかりと

運用してきたところでございます。今後は、関係機関また関係団体で構成いたします洞爺湖

適正利用推進連絡協議会において、プレジャーボート等の利用による、洞爺湖に合ったルー

ル化に向けて検討していきたいというふうに思ってございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 大屋議員。 

○４番（大屋 治君） 今、プレジャーボートの一部ローカルルールによるところの規制はで
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きるということですけれども、それを守らない人たちにはどう対応するかということなので

す。今一番問題なのは。新聞報道にも載ったような形の人たちは、適正に町としたり、関係

機関としてその対処はしたのでしょうけれども、ああいったものがまた出てこないとは限ら

ないのですから、ちゃんと効力のある法的手段、法をちゃんとつくってもらうように、北海

道は元より林野庁、環境省、それから国土交通省に訴えて、取り締まりをちゃんとできるよ

うな形にしていかなければならない問題だと思います。 

それと、同じことの言い回しになるかもしれませんけれども、今、たまたまコロナの関係

で、羊蹄山麓だとかニセコを含めた中でのアウトドアを売りにしている業者の人たちは、ま

だこちらには余り来ているようには見えませんけれども、昨年あたりはもう結構先ほど申し

上げましたように、朝早くから本当に町の整備した駐車場に大きな車をどんと何台もつけて、

それにはもう何台もの水上バイク乗っけてきて、お客さんも連れてきている状態。そして、

昼頃になると、それをさっとお客さんを引き上げて、ニセコのほうに帰ってしまうと。別に

地元には利益もたらされない。その人たちの言う話では、兼村課長の前任者の方の話では、

何ぼ注意しても、何の権限があってそういったこと言うのだと言って開き直ると。商売にさ

れているわけですから、利益追求の商売をされているわけですから、当然そういった話が出

てくるのだと思うのです。だけれども、それに負けてしまっては何もならないと思います。

町という立場でもって、担当課長が注意しても全然聞かないし、守らないということですか

ら、もう法的手段をつくれるような形で、上の団体、洞爺湖町独自ではできませんから、壮

瞥町とも協議した中で、適正な、そういった水上バイク等の動力船の乗り入れがちゃんとで

きるような形にしていただきたいと思うのですが、それに対してどうでしょうか。今後、そ

の取組しないのでしょうか。 

○議長（大西 智君） 兼村庶務課長。 

○庶務課長（兼村憲三君） ただいまのご質問でございます。町外の業者が駐車場を利用して

営業しているということでございまして、前任の課長も注意してもやめないということでご

ざいます。基本的には、そういった業を公共駐車場を利用して営業する行為は当然認めてご

ざいませんし、この間も湖畔キャンプ場として管理運営してございます観光協会が、その都

度そこには、そういった方々には注意をしてきています。ただ、今議員言われたとおり、な

かなかすぐ、当然湖で利用しているわけですから、すぐには帰らないというようなことでも

聞いてはございました。今後、そういったところの部分を含めて、適正利用推進連絡協議会

においては、そこの部分の対処含めて、しっかりと協議検討していきたいというふうに思い

ます。ただ、これは本当に罰則規定含めて、どこまで協議できるか分かりませんけれども、

今後協議会の中では、しっかり協議させていただきたいというふうに思います。 

  以上です。  

○議長（大西 智君） 大屋議員。 

○４番（大屋 治君） 本当に、洞爺湖を守るために、中島ではなくて洞爺湖を守るために、

何とか行政の力でいい方向に持っていっていただきたいと思います。私たちも、ここにおら
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れる全議員もそのように思っていると思います。よろしくお願いいたします。 

  続きまして、次にいきます。 

  2025年、令和７年には、団塊の世代が75歳、すなわち後期高齢者となるなど、高齢化が進

展していく中で、独り暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯が増加傾向にあります。町におけ

る見守り体制の強化や生活支援の充実、緊急時の連絡体制の整備など、高齢者が住み慣れた

この町で安心して在宅での生活維持ができるよう、さらなる支援体制の強化が必要でありま

す。この町をついの住みかと考えているお年寄りがおられるわけであります。これからイン

フルエンザが心配される中で、コロナウイルス感染症対策もしっかりしていかなくてはなり

ません。何回もコロナ、コロナということで、耳にタコが寄るかもしれませんけれども、特

にコロナウイルス感染症は、基礎疾患をお持ちの方は重症化するリスクが高いと言われてお

ります。そこで、基礎疾患の早期発見につなげる１番目としまして、40歳から74歳までの町

の国保の特定検診の受診率は、今どのようになっているのでしょうか。 

○議長（大西 智君） 後藤住民課長。 

○住民課長（後藤和郎君） 40歳、74歳までの特定検診の受診率についてでございます。特定

健康診査でございますが、平成18年度の医療制度改革によりまして、後期高齢者医療制度が

創設されたことに伴い、平成20年４月から始まったものであります。同制度によりまして、

各医療保険者は、被保険者及び被扶養者に対して、糖尿病などの生活習慣病に着目した健康

診査を実施することとされております。このため、医療保険者である国民健康保険では加入

する被保険者のうち当該年度に40歳になる方から74歳までの方を対象に、健康福祉センター

が実施主体となりまして、ほかの検診とともに特定健康診査を実施しております。 

  受診率につきましては、平成23年度に19.8％にまで落ち込みましたが、現在は30％台前半

を推移し、平成30年度実績では32％となっております。受診者の特徴を見ますと、リピート

率は比較的高いほうで、国保の新規加入者や40代、50代の受診率が低い結果となっておりま

す。しかも、リピーターの多くは60代の方でございます。こうしたことから、新規加入者の

受診率向上、さらには若年者の掘り起こしが課題と考えております。まずは、新規加入者へ

の受信券やパンフレットの配布など、制度周知を積極的に行いまして、次年度以降につなが

る受診者の獲得に努めたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 大屋議員。 

○４番（大屋 治君） それは、全道的、全国的に見て、洞爺湖町は高いとは思いませんけれ

ども、それを改善する対策は考えておるのでしょうか。 

○議長（大西 智君） 後藤住民課長。 

○住民課長（後藤和郎君） 平成30年度実績で見ますと、先ほど申し上げましたように32％と

なっておりますが、北海道の平均では29.5％となっておりまして、若干上回っている状況で

す。また、国民健康保険団体連合会からの助言も受けまして、先ほど申し上げましたように、

現在の受診率の動向を見ますと、リピート率は比較的高いほうで、新規加入者が比較的受診
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率が低いというような助言も受けております。そのようなことも考えまして、先ほど申し上

げました新たな対策ということで、新規加入者への受診券の配布など、次年度以降につなが

る受診者の獲得に努めたいと、保険者の立場として考えてございます。 

○議長（大西 智君） 大屋議員。 

○４番（大屋 治君） 了解いたしました。次に移ります。 

  では、75歳以上の方々は、すなわち後期高齢者の検診率は幾らなのか、ちょっと教えてい

ただきたいと思います。 

○議長（大西 智君） 金子健康福祉センター長。 

○健康福祉センター長（金子信之君） ただいまの受診率ということでございます。令和元年

度につきましては後期高齢者の受診率は10.8％、平成30年度の受診率につきましては11.6％、

平成29年度につきましては8.3％となっております。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 大屋議員。 

○４番（大屋 治君） 先ほどの特定検診者の受診から見ましたら、かなり低いように思いま

す。これを改善するには、何か考えておられるのでしょうか。ということは、先ほど私言い

ましたように、ほかの方も言っておりましたけれども、コロナのかかる人は、こういった特

定検診で早期に注意していただければ、比較的コロナにもかかりづらいのではないかという

お話がありますので、重症化にならないためにも早く、こういったお年寄りも健診率を高め

ていただきたいと思います。それで、健診率を高める方策は考えているのでしょうか。 

○議長（大西 智君） 金子健康福祉センター長。 

○健康福祉センター長（金子信之君） ただいまのご質問に対しましてお答えをさせていただ

きたいと思います。 

後期高齢者に対する健康診査は、現在健康福祉センターで受診をする集団検診と、あと医

療機関で受診をしていただく個別検診に分かれております。町の後期高齢者の方は、約95％

ほどが既に何がしかの疾患を持っております。かかりつけ医という形の中で、その治療を受

けてらっしゃる状態にございます。そのため、町といたしましても、疾患の早期発見に加え、

後期高齢者に多く見られがちな虚弱な状態を早期に発見できるよう、集団検診に合わせて握

力、通常歩行時間、開眼での片足立ち時間を測定する介護予防検診を実施しております。機

能低下が発見された方には、町の介護予防教室や介護保険の申請を進めるなどして、機能低

下防止に関する活動へつなげる支援を行っております。先ほども申しましたけれども、何が

しかの医療機関にかかって受診を受けているために、検診率というところが、国民健康保険

の特定審査よりも落ちているというところもあると考えております。 

  今後につきましては、受診率向上のための活動として健康づくり推進員に依頼し、特定検

診と併せて各自治会での周知に努めてまいります。今後も高齢者が元気で過ごせるよう、困

りごと相談など、高齢者の方々の状況に応じた支援体制の中で、健康予防に対する検診の大

切さについて周知を進めてまいります。 
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以上です。 

○議長（大西 智君） 大屋議員。 

○４番（大屋 治君） これで、私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（大西 智君） これで、４番、大屋議員の質問を終わります。 

  ここで休憩といたします。再開を３時10分といたします。 

                               （午後 ２時５８分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大西 智君） それでは、再開をいたします。 

                                （午後 ３時１０分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大西 智君） 引き続き、一般質問を続けます。 

  次に、１番、越前谷議員の質問を許します。 

  １番、越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） １番、越前谷でございます。これから、通告した案件について質問

させていただきます。毎回申し上げておりますが、一般質問というのは、政策論争の機会で

あるわけであります。したがって、できるだけ大局的に質問させていただきますが、若干具

体的な細部にわたっての質問もあろうかと思いますので、その点、ご理解とご了承を賜りた

いと思います。 

今回の一般質問、私の前に７名ほど行っておりまして、主に同じ質問、通告内容からいけ

ば同じ質問になる部分もたくさんございます。したがって、私は別な角度から、この通告い

たしました案件について質問させていただきたいと思います。 

新型コロナウイルス禍での未来を見据えた洞爺湖町の成長戦略について、まず伺っておき

たいと思います。その中で、新型コロナウイルス感染予防とインフルエンザの流行期を迎え

る。秋冬予防対策について、特に伺っておきたいと思います。今回も、部課長との答弁調整

はしておりません。したがって、質問内容で脱線する場合もあろうかと思いますが、その点

も含めてお許しをいただきたいと思います。なぜ調整をしないかというと、日本国憲法の中

で三権分立というのがございます。行政、立法、司法。そして行政、立法、司法そのものが

独立をした中で、それなりの権限を持っているわけでありまして、そのことによって民主主

義が成り立っているということでございますから、ぜひ立法府の立場で質問させていただき

たいと思います。 

今、北海道におきましては、北海道新スタイルということ、それから生活様式の変革に

よって、やはり感染者を防止するために、それぞれの住民の方々お一人お一人が努力をされ

ておるわけであります。私は一番コロナウイルスの感染症対策の中で心配するのは、昨今の

全国的な感染者数、それから北海道の感染者数からいって、何かしらこのコロナ感染症とい

うのが消えつつあるのではないかという、そういう意識の低下が現れるのが一番心配であっ

て、一番危惧しているところでございます。そこで、やはりこの洞爺湖町におきましても、
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当然交流人口の多いところでございますので、そして、我が町は何といっても観光産業を土

台とした経済の発展を考えている。そして、翼が農業であり漁業であるということでありま

す。その胴体の観光産業を取り巻く環境というのは、極めて極めて厳しい状況下にあるわけ

であります。したがって、これからこの洞爺湖町におきまして、１人でも感染者を出さない、

その策をみんなで知恵を出し合って、みんなで英知を結集をしながら、対策を講じていかな

ければならないだろうと思っております。 

今、先ほどの質問にも、６番議員の質問にもありましたが、秋冬対策ということで、この

コロナウイルスというものが、寒くなると感染者が増えるのではないか、目覚めるのではな

いかという心配する学者も多くいるわけであります。そういった時期を迎える地方自治体と

しても住民の方々を１人でも感染者を出さないという対策を講じなければならないだろう。

そして、一番大事なのは、昨今の状況からいけば、住民の方々に注意喚起をしっかりとして

いくというのが、今、行政に求められていることではないだろうかと思います。したがって、

私はこれからの広報であるとか、あるいはまた、コロナウイルス感染症対策室の情報等、

しっかりと住民の方々に分かりやすい内容で、しっかりと情報提供するという、それが昨今

の行政としての責務でないのかなという気がしてなりません。 

先ほど、インフルエンザのワクチンのことで質問がございました。私もその辺触れていき

たいと思うのですが、インフルエンザのワクチンの接種、これ厚労省では、厚生労働省であ

るわけでありますが、供給量は先ほども出ておりましたが、6,300万人分を用意したという

ことでありますが、日本の人口が１億人だとすれば、到底足りないわけであります。では、

足りないのはどうするのかということを、しっかりと自治体としても、住民の方々に注意を

喚起をするとか、対策講じる必要性があるだろうと。 

昨今の政府の意向といたしまして、高齢者を対象にして10月の前半、先ほど町長の答弁で

も10月の12日ということで、洞爺湖町の場合がワクチンの接種ができるということでありま

す。この高齢者を対象に10月の前半から優先に接種をすると。それ以外の、高齢者というか

ら、皆さんご存じのように65歳以上でありますが、それ以外の人は10月の後半、10月の後半

に接種が望ましいとしておるわけであります。これは限定されておりまして、医療従事者、

それから持病のある人、それから妊婦、小学生の低学年を最優先に考えているわけでありま

す。いわゆる重症化しやすい人たちへの接種を最優先にするということであるわけでありま

すから、当然なことであるだろうと思います。 

インフルエンザというのは、毎年インフルエンザに感染する方々が出てくるわけでありま

すけれども、今、政府の推定でいきますと、国民の約１割になる1,000万人が感染するだろ

うと言われております。1,000万人。この症状であります。このインフルエンザの症状と、

厄介なのは、コロナウイルスの症状が大体同じであると。両者とも、どちらも呼吸器の感染

症。あるいは発熱、頭痛、筋肉痛、咳などの症状は共通しているということであります。し

たがって、そういう症状が出た場合に、果たしてインフルエンザに感染しておるのか、コロ

ナウイルスに感染しているのか分からないと。分かるのは、コロナ症状の特徴として、息切



－104－ 

れであるとか、あるいは味覚障害、味が全然分からないとか、しょっぱいのか甘いのか分か

らないという、そういうことがコロナ症状の特徴のようであります。 

ただ、心配なのは、コロナウイルスに感染していても症状が出ないという、そういう人も

いるようでございます。これは大変なことであります。 

それから、行政からの答弁をもらう前に、一言申し上げたいのは、インフルエンザのワク

チンの予防接種を受けた方は、新コロナでも重症化や死亡するリスクが減ったという研究も、

やはり新聞またはテレビ報道でされておるわけであります。皆さん、ご承知のとおり、先月

であったかと思うのですが、うがい薬によってコロナウイルスに感染しないとか、あるいは

また、したとしてでも重症化しないとか、そういうことがテレビで流れました。私もそのと

きに家におりましたから、テレビを見て、ああそうかと、うがい薬がコロナウイルスの感染

症を薄くする、あるいはまた重症化にならないというのであったら、伊達市の薬屋さんに

走ってみました。１個もございませんでした。これは、私と一緒に入った同年配の方々も、

テレビの力ってすごいですねと。テレビで流れたとたんに、某知事の発言が全国的に広がり

まして、うがい薬が１本もなかった。私は室蘭行くならば、人口の少ない長万部の薬屋さん

あたりにあるのではないかと、そういう気持ちになりまして、長万部まで走って行きました。

長万部もありませんでした。 

そういったことで、なぜこれを言うかというと、今、新聞であるとかテレビで、インフル

エンザのワクチン打ったら、重度化しないとか、重症化しないとか、そういう死亡率の低い

とかということが流れておるわけでありますから、インフルエンザに殺到するのではないか

という、そういう懸念、危惧をしております。 

なぜこういう質問するかというと、私はそういうことですから、恐らく先ほど町長も、恐

らく自分も行っている病院ではなかったのかなと思うのですが、やはりこの10月12日以降に

なったら、殺到するのではないのかなと。私も私も、俺も俺もと。しかし、ワクチンの数が

全国的に決まっているわけでありますから、果たして洞爺湖町民が4,800人何がしだとする

と、4,800本のワクチンが入ってくるということは恐らくあり得ない、考えられないのでは

ないかなと思うのです。そういたしますと、自治体として住民の健康を守る、命を守るとい

う観点から、どういう行政は対策を取ろうとするのか、その辺、まず伺っておきたいと思い

ます。自分、耳悪いほうですから、怒ったような言い方でも構いませんから、しっかりと責

任を持って答弁していただきたいと思います。 

○議長（大西 智君） 金子健康福祉センター長。 

○健康福祉センター長（金子信之君） 今のご質問についてお答えをさせていただきたいと思

います。 

  今、議員のほうでおっしゃっていただきましたとおり、国のほうでは今年度インフルエン

ザの接種に伴いまして、ワクチンのほうの昨年度よりも増産ということで、12％の増加をし

て生産をしてもらうようにしているというふうに聞いております。 

意識の低下という点につきましては、新型コロナウイルス感染予防により、定着をしてお
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りますこの手指消毒、手洗い、うがい、マスクの着用、これはインフルエンザにつきまして

も効果のある感染予防とされておりますことから、予防対策や有効な情報などの提供に重点

を置いて、回覧ですとか広報へ掲載を行い、常に周知を住民の皆様に徹底して行い、習慣づ

けていきたいと考えております。また、先ほど申されておりました観光産業に伴う交流人口、

こちらにつきましても、事業所を巻き込んで、旅行される皆様に対しての啓蒙活動も努めて

いきたいと考えております。 

  町が主催する会議などにおきましても、最後の閉会時に感染予防対策についてお話をして

いただくなど、啓蒙活動も行っていきたいと考えております。行ってまいります。また、高

齢者の方々の場合は、ほとんどの方が何らかの疾患を持っている場合が多く、かかりつけ医

と相談をしていただいて、インフルエンザの予防接種を行うことで、発症しても重症化させ

ない、そういう説明も含めて啓蒙を実施し、予防接種の干渉を行っていきたいと考えており

ます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） 今答弁した内容は、先ほどの６番議員の答弁と全く同じなのですが、

私は先ほど洞爺湖町にワクチンが一体何本入ってくるのだろうかと。それから、先ほど、昨

年の感染者数は大体1,500名と言ったかな、そのぐらいあると。 

今から４年ほど前に、やはりインフルエンザが物すごい流行った年があるのです。私もい

つもなら12月20日前後にインフルエンザの接種をするのですが、ワクチンを接種するのです

が、11月の中頃行ってももう、うちはもうないのですと。大きな病院行ってください。そこ

で、いろいろアンテナを上げて見たら、某洞爺湖町の病院があるということで、摂取しても

らいました。 

そういうこともございますので、先ほど言ったように、インフルエンザワクチンを接種す

ると、何かしら重症化しないとか、死亡率のリスクが下がるとか。こういうことが報道され

ているわけでありますから、今、洞爺湖町民はもとより、全道民、全国民が自粛、自粛しな

がら感染予防に力を入れていると思うのです。そういった中で、そのテレビの重症化がしな

いとか死亡率が下がるとか、こういうことを見ると殺到すると、先ほど言ったみたいに。殺

到するのではないかなと思うのです。そういった場合に、どこでどういう調整をするのです

か。医療機関なのですか。それとも学校単位なら学校単位で対策練るとか、先ほどありまし

た前期の高齢者、それから後期高齢者はどうとか、それから疾病の持病を持っている方とか、

いろいろありますよね。したがって、ただ新聞報道で政府の方針として、やはり持病ある方

であるとか、妊婦の方であるとか、それから子供さんの小学生の低学年は先にやってくださ

いよと言ってでも、その辺の行司役が誰がやるのかということなのです。どうしたならば、

本当にワクチンを注射しなければ極めて危険だな、感染するのではないかな、そういう人た

ちをどう選別するのか。これを医療機関でやるのか、それとも住民の生命を守るという観点

から、行政がやるのかどうなのか。その行司役をどのように考えているのか、まず伺って、
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さらに伺っておきたいなと思います。 

これ、大変なコロナウイルス感染というものがあるだけに、調整役というのは並大抵なも

のでないのではないかという、自分は危惧しているのです。学校あたりは決められたところ

では、それなりの対応できるかも分からないけれども、一般住民にただ接種10月12日からす

るようですから行ってくださいと言って、殺到して、いつの間にか本当に重症患者になる、

心配する患者さんが行ったときにワクチンがないなんてことになったら、これ大変ではない

ですか。これは、洞爺湖町だけの問題ではないのです。１億人のうちで6,300万人分よりな

いのですから。簡単に言ったら、3,700万人は接種できないのですから。これ、どうするの

ですかね。どのように行政としても対応を考えているのか、その辺の見通しをちょっと伺っ

ておきたいと思います。 

○議長（大西 智君） 遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） これから秋冬を迎えるに当たりまして、本当にインフルエンザと新

型コロナ、初期症状本当に似ているのだと思います。この区別も、非常に今難しい状況に

なってございます。 

その中にありまして、先ほど担当の課長からも申し上げてございますけれども、やはりま

ず予防としては、手洗い、手指消毒、そして咳エチケットと、これをしっかりとしていくこ

とがまず肝要なのかなというふうに思ってございます。そのためには、町としましてもしっ

かりとした周知を進めさせていただいて、住民の皆さんに本当にそういう取組を常日頃やっ

ていただくということが大事なのかなと思っているところでございます。 

  それとワクチンの関係でございますけれども、新型コロナウイルスはまだまだちょっと時

間がかかるのかなと思ってございます。やはり前段として私どもがまず、もしどちらか分か

らないというような状況になったときには、まず私どもができるというのは、やはり通常の

インフルエンザだろうと思ってございます。この対応をしっかりとするということ、これに

関しましてはやはり医療機関等としっかり協議を進めていきたいと思っているところでござ

います。 

今お話ありましたように、国では6,300万人分のワクチンを用意すると。これは前年度に

比べれば12％の増になっているところでございます。確かに今私どもの国の人口１億3,000

万人ほどございます。その差となれば、皆さんには行き渡らないのかもしれませんけれども、

これまでの実績からいきまして、接種自体は任意でございますので、ある程度は確保できる

のかなというふうに思ってございます。ちなみに、昨年度、町内でインフルエンザを接種し

た回数でございますけれども、4,240となってございます。そうですね、4,240となっている

ところでございます。その中で、各医療機関に確認したところでは、昨年の実績を基に今年

度も今発注をしているというふうな状況に聞いて、ただ先ほど町長も言ってました。本当に

発注したはいいけど入ってくるのかなという話もされてましたので、その辺はちょっと私ど

もとしては何とも言えないところもあるのですが、西部の医師会のほうで、この予防接種、

しっかりと進めていただいております。医師会に加盟されている各委員の先生方も含めて、
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今年度の対応についてはしっかりと協議していただいていると思ってございますし、そこに

は市、町も入りますので、しっかりと進めていきたいと思ってございます。 

やはり、先ほど議員からおっしゃられましたように、本当にインフルエンザ予防接種する

ことが、コロナ感染のほうにも好影響を与えるという話も、私ちょっとそこまでは科学的な

根拠までは存じ上げないのですが、そういう好影響を与えるということであれば、ぜひとも

接種を進めていただきたいと思ってございます。ただ、むやみにその辺を受けろ、受けろ、

受けろとやっていっちゃうと、不安をあおるというような形にもなりますので、やはり皆さ

んには冷静に対応していただけるような周知もしなければいけないかなと。やはり集団バイ

アスをあおるようなことになってはいけないので、その辺は西部の医師会等としっかり私ど

も協議させていただきながら進めていきたいと思っているところでございます。 

○議長（大西 智君） 越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） 副町長の答弁は分かりました。 

  やはりこの咳、発熱、頭痛、筋肉痛あたりが出た場合、果たして新型コロナに感染したの

か、それともインフルエンザに感染したのか、それは本当、分からないと思うのです。だか

ら、それは今、病院にかかったのなら病院のほうからいろいろと関係機関のほうにいくと思

うのですが、ただ先日の、昨日の一般質問でも触れておったようでありますけれども、道か

らの運営を受託して、室蘭市内にＰＣＲ検査センターが設置をされると。これが稼働が15日

からということでありますよね。ただ心配なのは、１日の検査能力が10件ということなので

す。10件よりＰＣＲ検査センターで検査できないと。そういう検査能力だというのです。こ

のＰＣＲ検査は言うまでもなく北海道は、この西胆振には初めてですよね、ＰＣＲ検査セン

ターが設置されるのは。８か所目なのですよ、道内で。道内で８か所にＰＣＲ検査センター

があるのですけれども、やはり心配なのは、先ほど言ったように、くどいようですが、イン

フルエンザなのかコロナウイルスに感染しているのか分からないというところに、やはり住

民の健康を守るのと、感染を拡大させないためにも、ひとつ行政としてはそういう症状が出

た場合には速やかに病院に行くとか、速やかにこういうところへ連絡取ってくださいとかと

いうのは、はっきり注意喚起を積極的に私はするべきだと思っております。 

  それともう一つ、やはり洞爺湖町の中には独居老人世帯というのは820世帯という、おお

むね。そのように記憶しているのですが、今、国のほうでは、ちょっと余談にそれますけれ

ども、防災計画の中で、独居老人等々を救済するために個別計画を作りなさいという、法令

化しなさいという、そういう８月に流れているのだろうと思うのです。私は何を言いたいの

かというと、やはりこの個別計画の中で、ケアマネジャーであるとか、あるいは福祉職員と

の連携を強化をしながら、そういう感染予防対策であるとか、あるいはまた症状が出た場合

の対応などを積極的にやっていかなければならない。そういう場合によっては、個別計画も

私は必要ではないのかなという、そういう気がしてならないのでありますけれども、その辺

はいかがでしょうか。時間の関係上、まだまだこのコロナ対策というのはこれからももっと

もっと長期戦になろうかと思いますので、後ほどまた質問させてもらいますから、この案件
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については時間の関係上これで終わりますけれども、そういったやはり何といっても住民の

生命を守る、健康を守るということになると、注意喚起をいろいろな手法を使って、もう洞

爺湖町はこれもインフルエンザ、コロナウイルスの予防対策なのだというような、そういう

注意喚起を促す書面を積極的に出すべきだと思っております。そういうことを考えておりま

すが、一言で構いません。お願いいたします。 

○議長（大西 智君） 遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 大変申し訳ございません。私、個別計画、ちょっと私存じ上げませ

んでした。大変申し訳ございません。ただ、その個別計画自体はあるというふうに聞いてご

ざいますので、その中で今言われたようなインフル対策、また新型コロナ対策については、

ケアマネ、また町の職員等、しっかりと関与させまして進めていきたいと思っているところ

でございます。 

○議長（大西 智君） 越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） それでは、時間の関係上、２番に入らせていただきたいと思います。

２番は、この経済基盤の確立に向けた総合的洞爺湖観光の戦略についてということでござい

ます。 

  洞爺湖というのは、私が旧虻田町に参ったときから、ここ10年、20年ほど前までは洞爺湖

温泉というのは西胆振経済圏の核だと言われていた。この洞爺湖というのは。ところが、そ

れから噴火災害が２度ありました。昭和52年の噴火、あるいは2000年の噴火。そしてその噴

火災害によって、復旧復興の路線ということでゾーニングを図りました。Ａゾーン、Ｂゾー

ン、Ｘゾーン、Ｃゾーンということで。そういうゾーニングを図った中で、職住分離も行わ

れたわけであります。働く場所は温泉にあるけれども、通うのは、居住されるのは本町地区

であるとか洞爺地区のほうということで、そういう職住分離をされた。そして、いわゆるそ

のことによって、都市機能が成り立たたなくなってきておったわけであります。例えば、床

屋は温泉で１軒もございませんよね。やはり都市機能というのは、そういうこのいろいろな

職種が集まって、都市機能というのが成り立っていくのでありますけれども。 

それから、みんなご存じのように、リーマンショックがあった。そして、みんな官民一体

となって、洞爺湖温泉を復活させなければならない、復旧復興にいろいろと汗を流してきて

おったわけでありあす。宿泊客も約72万人にも膨れ上がってきたと。 

ところが、新型コロナウイルスという感染症ということが出てまいりまして、この拡大に

よって観光産業というものが大きな打撃を受けたわけでありますし、今なお受けておるわけ

であります。収束のめどが立たない。昨日も５番議員もおっしゃっておりましたように、ウ

イルスは目に見えない、目に見えない敵と闘わなければならない。噴火のときは、ある程度

噴火が収まるとそろそろ帰宅をして、灰など除去しながら生活を立て直そうという、そうい

う動きは出るけれども、このコロナウイルスだけは目に見えない闘いだけに、相手との闘い

だけに、大変な厳しい収束のめどが立たない、そういうこの目に見えないコロナウイルスの

闘いであります。 
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このコロナウイルスを封じ込める、そして今冷え込んでおる洞爺湖温泉を取り巻く経済の

両立をどう図っていくのかという、これはやはり、今いろいろな支援策を講じておりますけ

れども、企業の持続化を図るための一時的な支援策であって、これから本当にこの洞爺湖温

泉が活性化される、飛躍される、そういうこの洞爺湖温泉に生まれ返させなければならない

のは、今日ここにいる方々の全員が一つの気持ちにならなければならない。いわゆる大同団

結して、理屈なしで官民一体となってこれから取り組んでいかなければならないだろうと思

うわけであります。 

  そこで、私は町長にお願い申し上げたいのは、これだけコロナウイルスで非常に住民の

方々の健康も脅かされている。経済も冷え込んでいる。そういったことでこれから洞爺湖観

光を躍動させる、あるいは住民の方々の生命を守るという、そういう手法をどのように取っ

ていくのか。とりわけ、先ほど住民の健康対策についてはお伺いしましたので、少なからず

や洞爺湖観光の現在の総点検を私はするべきだと思っているのです。そのことによって、検

証、検分を図る。そのことがやはり重要なことであって、官民一体となって一つの心になっ

て、この難局を乗り越えていくという、そういうみんなで英知を出し合わなければならない

のではないかと思っています。 

私は、基本的に最初から経済対策というのは、コロナウイルスの撲滅こそが経済対策だと

私は思ってまいりました。今の、町長、新聞紙上でもうたわれておるように、観光客が観光

地に行く、その動向というものをやはり我々は考えてみなければならない。現在の観光客の

ニーズといいましょうか、動向というのは、安心安全なところに観光客が流れていっている

と言っても過言ではないのではないでしょうか。 

今、観光機構の長官が先日変わりました。変わったときに、このようなコメントを述べて

いるのです。北海道は、安心をブランド化したらどうなのだと。そして、広大な自然がある、

そして安心がある、食がある。これを北海道のブランド化にしたら、これから伸びるだろう

と。後ほどまた触れさせてもらいますが、そういう長官が述べておるのです。振り返ってみ

ると、我々が後ろを見ると、まさに洞爺湖には広大な自然があると。食があると。農業産物。

自然が豊富にあると。そういうことを考えながら、農業産物の観光産業に対しての流通など

も、あるいはまた物流などもいろいろ策を講じてみる必要があるのではないかと思っており

ます。 

ちょっと町長から後ほど答弁をいただきたいと思っているのですが、私は正直言ってジオ

パークというのは、コロナウイルス対策前はさほどまちづくりの大きな核にならないだろう

というような思いを持っていた。なぜかと言ったら、洞爺湖は景勝地を持っているだけに、

住民そのものもジオパークというのは重要なまちづくりの核になる資源なのだということは

余り理解されていない。そういったことを言うと自分も勉強不足で、非常にジオパークとい

うのは何だ、そのまちづくりの核にならないだろうというのは感染症前。ところが、コロナ

で感染されて、いろいろ自粛が長かったせいか、これからの洞爺湖観光をどう躍進をさせて

いったらいいのかといろいろ考えてみました。そうすると、昨今、洞爺カルデラの中の不思
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議ということが出されました。これ。これを見させて、さらによみがえりました。これ。そ

のほかに、この01から11まであるのですが、これはふだん我々がしょっちゅう見ているとこ

ろだけに、湖の中は別として、余り関心はない。余りえっ、とはならないのだけれども、こ

れを生かす方法をこれから考えるべき。なぜかと言ったら、後で申し上げますけれども、や

はりこのジオパークのカルデラの中の不思議というのと、それから町長、やはり洞爺湖のシ

ンボルというのは中島ですよね。今、中島をどう活性化させるか。それから今、森林博物館

の改修工事もやりながら、改修というのかな、そういう工事をやりながら、立派な森林博物

館できるだろうと思うのです。そういったものを今度しっかりと生かした観光開発というも

のを私は考えていくべきだと。夢の島であるとか、あるいは宝の島であるという位置づけを

中島にするべきだなと思っております。 

  それから、実は2000年の有珠山の噴火のときに、一番先に噴火口ができたのは西山火口で

すよね。西山火口周辺の整備というものをもう少し考えるべきではないのかと思うのです。

というのは、先日実は、熊いなくなったということで、あそこ、泉公園線をウオーキングを

させてもらいました。そうしたら、歩いていたら、横浜ナンバーの車が止まったのです。な

ぜ止まったのかといったら、自分のなまりのあれが通用されたのかどうかよく分からないの

ですが、2000年の噴火したときに、某お菓子屋の工場が被災されたと。その工場が今見える

のですかと言いますから、自分、当初のことを考えて、見えますよ、ですからＵターンして

500メーター登ったところに駐車場ございますので、そこから見えますよと言いました。以

前は見えていたのですよね。ところが今、20年もたっているだけに、木が伸びて、草が見え

て、そうしたらその工場の姿そのものも見えなくなっているのですよね。やはりそういった

ことが、目のそばに行かないと、その噴火に対する教材というものもそこにはたくさんある。

それから、遠くからでも防災意識を高めるために、噴火遺構物を見せてはどうかと思うので

す。あれは、洞爺湖町で買い取ったわけでありますから、自由にその辺の整備はできると思

うのです。私は、それもやるべきだと思うのです。 

  それからもう一つ、たくさんの方がご存じだろうと思うのですが、実は月浦展望台という

のがある。月浦展望台。余り分からない人もいるのではないかなと思うのだけれども、あそ

こから見る洞爺湖温泉というのも非常に景観がすばらしい。ところが、ここも木が伸び

ちゃって、もうそのまま放置されているせいか、展望台がなっていないのです。それから町

長、私は町長の時代にも申し上げたかと思うのですが、この小樽新聞で、北海道の三大景観

景勝地というのは、どことどことなったら、利尻富士、定山渓、もう一つはこれなのですよ、

洞爺地区の洞爺寺から見る洞爺湖温泉というのが、この小樽新聞で明確にした北海道の三大

景勝地になっているのです。そういったものを、それからもう一つ、今日勉強させてもらっ

たのですが、洞爺地区の一番奥のほうに財田から入っていくと、早月という集落があるので

す。そこの上を登っていくと、早月の滝があるのですよ。これ、私も２度ほど出向いた経緯

があるのですが、ところが道路であるとか、あるいは駐車場を造ったらいいのかなという周

辺はほとんど民地なのです。だから、大変な難しい面もあろうかと思いますけれども、しか
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し、やはりピンチはチャンスだということを考えて、何とかそういった手法を考えて、早月

の滝も線で結ぶとか、ここでいう烏帽子岩も線で結ぶとか、そういったことをやれば、もっ

ともっと洞爺湖温泉というのは、自然景観のいいところですから、後で触れますが、観光客

が来るだろうと思うのです。そういうものを私は町長にお願いしたいのは、よく私も勉強し

ていない部分が多くあるのですが、映像化して、それを国際的にも国内的にも洞爺湖そのも

のの周辺の観光資源を映像化して、みんなに見ていただく。こういう戦略も、私は組む必要

があるのではないかという気がするのです。 

町長もこの間いろいろと理事者との会議の中で、やはりこれからを観光資源を生かして、

広域観光というものを連携を図っていかなければならない。特に西胆振観光圏を広域連携を

図っていかなければならないということが触れておりました。なぜこの辺を申し上げたかと

いうと、来年度中に、日高山脈が国立公園になるのです。今、国定公園となっています。そ

れが、21年度中に環境省が所管でありますけれども、これは国立公園に認定されると。そう

すると、観光客の流れに私は警戒するのです。修学旅行生も含めて。例えば200億円も出し

て造った白老のウポポイもあると。それからむかわ竜もあると。それからアポイ岳もある。

そして今回の襟裳岬と３か所の海岸線。あそこには黄金道路もありますよね。そういったも

のを全体を、今度は国立公園にすると。今まで国定公園ですから道管理であったものが、今

度は国立公園にだけに、国が今度道路整備でも何でもするようになると。そうすると、交通

網であるとか、そういうことの環境がよくなるだけに、観光客が向こうに流れはしないかと

いう懸念を持つわけです。 

したがって、そういう流れをこちらのほうに向けるような策を広域連携と同時に洞爺湖観

光そのものが主体性を持って主導しながら維持していくと。そして、修学旅行生の方々も来

ていただくと。例えば町長、認めてほしいのですが、修学旅行生が函館方面から来ると、高

速で来るのです。高速で来ると、ここに、洞爺湖の噴火口周辺に、西山噴火口周辺に大きな

トイレがないだけに、用を足すのは伊達市のインター、あるいはまた豊浦のインターのトイ

レなど使って入ってきているというのが実態なのです。したがって、以前にも私もお願いし

た経緯もありますけれども、やはりそういう受入れ体制の中で整備するものは整備するとい

う、そういう私は手法を取るべきだと思っておるのです。 

町長からもらいたいのですが、このコロナウイルス感染防止の、拡大防止の上で、先ほど

から申し上げました観光客の現在の動向、これ三つに分かれております。一つは、密を避け

ることができる自然体験を組み合わせたツアーそのものが想像以上に早く売れたということ

なのです。これは、旅行会社のデータでありますから間違いございません。それから二つ目

でありますが、高級志向だというのですね。残念なことに。やはり洞爺湖町でも高級ホテル

もありますけれども、中小ホテルでも頑張って汗を流している、頑張っているホテル、旅館

あたりにも愛の手を差し伸べるような環境をつくり上げていかなければならない。高級志向

で、おおむね１泊３万円以上の高級な宿が今売れているというのです。これ、プロの方もい

ますから、間違ってたらごめんなさい。それから、感染者が少ない。感染者が少ない、日本
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では。どこかというと東北だと。東北のほうに、やはり観光客が流れている、あるいはまた

増加傾向にあるということなのです。どうみん割であるとか、Ｇｏ Ｔｏの割引だとか、こ

れから洞爺湖町も、今回も補正で挙がると思うのですが、そういう策を講じていますけれど

も、しっかりと、観光客の動向をしっかりと受け止めた中で、どういう洞爺湖観光に対して

受入れをするかというところに、やはり今から議論を深めたほうがいいと思うのです。そう

いうことで町長、一言見解、30分以上ぶったのですが、よろしくお願いします。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 先ほどの北海道観光振興機構、   おっしゃっていただいた自然環

境と食の問題、北海道にはまだまだ伸びる要素はある。私ども、本当にいいこと言ってくれ

たなというふうに思っております。 

そんな中、今現在ありました西山散策路、ここも本当に、非常に今普及してきたかなとい

うふうに思っております。先ほどの議員が横浜の方をご案内してくれた。これもそのとおり

なのですが、実は熊騒動があったときに、火山マイスターの方々が旅行関係者を連れて、あ

そこのところ来ておったのです。私、熊見ましたと。我々職員と一緒に看板をちょうど立て

ていたときなのですが、せっかく来たのに残念だったと。もうすぐまた見られるようになり

ますから、安全になったらまた来てくださいと。本当に、そういうふうな、火山マイスター

の方々も一生懸命、いわゆる地域の方が宣伝マンになって、この洞爺湖をアピールしていて

くれている。これは、私どもの町にとっても大変ありがたい話であります。 

そんな中で、さっきの災害遺構物、これもそうです。木が生えてきた。今現在、職員、そ

れからボランティアの方々が一生懸命になって、旧洞爺湖幼稚園、あそこのところの草刈り、

あるいは散策路の整備、そういうものをやっていただいておりました。僕もちょっと最近わ

かさいものほう行ってなかったものですから、あそこは後でまた見て、今あの辺からちょう

ど国道旧230号線のグラーベンというのですか、この正断層のところ。あそこのところも皆

様に見ていただこうという催し物もしていきたいというふうに思っておりますので、あの辺

もきちんとやはりもう一度整備をしなければいけない。 

それから洞爺のほうの小樽新聞社が言った北海道三景、これもあそこから見たら本当にす

ばらしいのですよ。ただただ、地域の方々も覚えている方が少ないかなと。あれはやはり隠

れた資源がそういうところにありますので、そういうところはまたしっかり見直していかな

ければならない。早月の滝もそうでございます。さらには、今洞爺湖温泉、ようやっと連休、

あるいは土曜日の日はそこそこお客様が来ているようでございますけれども、ただ残念なこ

とは、やはり大型ホテルと言われているところにお客様が集中している。町のほうで９月以

降、また補正予算組まさせてもらうものについては、一般のホテルにも足を向けていただけ

るような、そういうものも考えていきたい。 

そして、おっしゃっていただいたジオパークでございますが、本当にいい資源だと思って

います。それで、今回中島に森林博物館、名称は地域の皆さんに募集をお願いしますけれど

も、公募してまいりたいというふうに思っておりますが、そこの中に、この洞爺湖の成り立
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ち、そして有珠山の関係、中島の成り立ち、こういうものをぜひ来ていただいた方々に分

かっていただく、それの分かりやすいしぐさでご案内ができればな、こういうツールを造っ

ていくことによって、幸いにも私どもの町にも特急が止まります。今まで本当にがらんとし

ていた特急なのですが、ここ数日、本当にお客様が乗ってきていると。だんだんやはり観光

客の方も出始めてきてくれているなという感がします。 

そんな中、今までの噴火災害で大変な思いをしてきたわけですが、その都度洞爺湖温泉立

ち上がってまいりました。このコロナウイルスにも負けないで、さらに立ち上がっていく。

それにはやはり地域の皆さんと一緒になって闘っていかなければならないというふうに思っ

ております。そのためには、また全力で闘ってまいりたいというふうに思います。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） 本当に徐々に、先ほども我々控室にいると、特急列車止まるたびに、

おお、今日たくさん乗っているぞ、こうだぞ、ああだぞって、これは冷やかしでなくて、皆

さんがそれぞれそういう思いで、何とか洞爺湖観光というものがもっともっと飛躍はしない

のかなという思いでの声だと思うのです。 

私は今日の、昨日あたりの新聞等でもこういう記事が載っておりました。もはや数を追い

求める時代ではないのだと。それというのも、インバウンドが来るといっても、収束してで

も、収束宣言があったとしてでも、２年、３年、いや５年ぐらいはかかるだろうと。そうす

ると、やはりいかに国内の観光客も来ていただけるような、そういう受入れ態勢をしていか

なければならないのではないかと思うのです。だとするならば、やはり数を追い求めるので

はなくて、質を提供すると。そういう数を追い求める時代ではない。大切なのは、国内外含

めて、安心安全に、安心安全に旅行先として選ばれる体制づくり、洞爺湖温泉ならばそうい

う洞爺湖温泉をつくっていかなければならないだろうと思うのです。 

私、一つだけ、今日時間の関係もありますから、提案させて、たくさん言うのはさせても

らったのですが、これから先ほども６番議員の方も触れておったようですが、景観条例も制

定をされるわけであります。景観条例をできるのは大いに結構なのですが、やはり美化運動

の促進というものも、私は考えていかなければならないだろうと思うのです。 

かつて、残念なことに議会事務局にお願いしまして、伊豆長岡という町があるはずだから

ちょっと出してくれないかとお願いしたのです。私、できなかっただけに。そうすると、今

もう2005年に伊豆長岡が合併しまして、合併した名前がびっくりするのですよ。やはり長岡

藩の流れがあるのかなと。伊豆の国市という、そういう町なのです。これは16年前に合併し

たのですが、合併する前に、私ども当時の虻田町議会時代に、所管で事務調査に行った経緯

があるのです。それというのも、この旧伊豆長岡というところは、日本一美しいまちづくり

ということでやっていたのです。景観のことでいえば、例えば３Ｃ運動というのが当時あっ

たのです。３Ｃ運動って何なのと思ったら、クリーンキャストといって、清掃作業員を、こ

れは当然町で雇用しておったのです。それから二つ目は、クリーンモニターといって、清掃
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監視員。あそこにどこどこにどういうごみが落ちているだとか、このようにしなければいけ

ないという、これがクリーンモニターといって清掃監視員と。それから三つ目でありますが、

クリーンボランティア、これがその当時は大変、この伊豆長岡町では胸張って申し上げてい

たのは、記憶がよみがえってきているのです。いわゆる清掃奉仕者といって、毎週月曜日、

それから毎月初日は町ぐるみで町民の総意で周辺のごみ拾いをやると。これ、町の職員に朝

からやれというのではなくて、町の職員も30分、８時45分ならば今８時15分になるのかな、

それまで来て一斉にごみ拾いなどをやるという、そういう条例化を図って、日本一美しいま

ちづくりということであったものですから、私も行ってみた経緯があるのです。 

したがって、町長、先ほど町長も触れておりました。こういうまちづくりをする、洞爺湖

観光を目覚めてもっともっと飛躍する、この新北海道スタイルからいって、生活様式の変化

からいって、今までの洞爺湖観光地づくりもそれはそれとしてよしとして、コロナウイルス

に感染症対策の一環として、安心安全な洞爺湖温泉をどう提供するかという、その辺をしっ

かりと官民一体となって、住民一体となって、やはり協議をして一定の方向性を出す必要性

があるのではないのかと私は思うのです。観光客の洞爺湖観光の展望、これから洞爺湖観光

はこのように進んでいくのだ、あるいは冬季観光の展望、したがって、私はそういう観光業

者従事している人たちばかりではなくて、一般住民参加型の何か協議会をつくって、いろい

ろな声を出し合って、一つのこの洞爺湖観光はよその観光地に負けない、洞爺湖観光という

ものがどんどんどんどん膨れ上がるような、飛躍できるような、そういう環境を取るために

は、協議会をつくって、観光客誘致策を速やかに私は取り組んでいくべきだという気がする

のです。 

先ほど、清掃のほう言いました。私は熊騒ぎで、何度か遊歩道散策させてもらいました、

そうすると、早朝行くと、これは観光客の方々だろうと思うのですが、ごみくずがあったり

ペットボトルの空があったり、ちり紙が落ちていたり、いろいろあるのです。洞爺湖観光に

来た方が、洞爺湖温泉に方々が快適に散策できるように、やはり遊歩道の早朝清掃というも

のに取り組んでいただけないのかなという、そういう気がしてならないのです。遊歩道歩い

てみると、町を歩いてみると、非常に花見通りですごくきれいです。これはよその人が来た

ら、洞爺湖温泉というのは、本当にきれいな温泉街ですねとなると思うのです。残念なこと

に、早朝のごみがあるだけに若干値打ちが下がる。したがって、私は、遊歩道の早朝清掃と

いうものも、これはしっかり検証検分を図って、町長やるべきだと。 

花見通りについては、ウタリ資金を今年から800万円、あと２か年あるのですね、800万円

のウタリ資金としてもらえる交付金が。それもそれとしてもいいのですが、やはり将来的な

ビジョンとして、洞爺湖のすばらしいこのパノラマと、花を植えてコントラストを高めて、

全国一の洞爺湖温泉にするのだという意気込みを、この際全町民が立ち上がって、私はやる

ことによって、厳しい難局から必ずしや乗り越えることができるという思いをもって、町長、

最後に一言お願いできればと思います。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 
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○町長（真屋敏春君） 町内の美化清掃、これはもっともな重要なことだというふうに認識し

ております。この間も、町の国道37号線、私どもの経済部長、そして環境課長が中心になっ

たのですが、町民の方、多くの方に出ていただいて、あのインターロッキングのペンペン草、

これも抜いてもらった。そして９月29日には、町内の一斉清掃、これは各自治会の皆様にお

願いして、ごみを拾って歩こうという。今提案いただきました西山散策の、ここはやはりこ

れからも残していかなければならない資源でございますので、月浦のあの公園、こちらのほ

うもそうですけれども、これらについても行政のほう、そして前からやっていたごみのポイ

捨ての見回り運動ですとか、こういうものもしっかりこれから取り組んでまいりたいという

ふうに思っております。 

○議長（大西 智君） 越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） それでは、時間の関係上、最後の質問に入らせていただきたいと思

います。 

過疎法の見直しについてということで、ここに質問用紙をうたっております。私は、マス

コミ報道を見て、え、そうなのだ、こうなるのだという思いを持ったのです。かねてから、

国の借金というのが、地方自治体と国を合わせると、コロナウイルス前は約1,012兆円で

あったのです。ところが今、コロナウイルスの補正がどんどん出されて、恐らく年度末あた

りにはなると、1,182兆円になるという、そういう借金なのです。今日も議題になっておっ

たようでありますが、年金と医療と保険と介護で年間120兆円の歳出です。そういう社会保

障もどんどんどんどん額も上がってきている状況であるわけでありますけれども、私はこの

新聞を見て、え、本当に洞爺湖というのはみなし過疎なの、一部過疎ではないな、みなし過

疎、これも今まで過疎法というのは振り返ってみると50年前に過疎法というのができて、い

ろいろと改正をされながら今日に至っておるわけであります。したがって、そういうことに

なるとしたら大変だなという思いと驚きで埋もれたわけでありますけれども、この文言が正

しいのでしょうか。どうなのですか。 

○議長（大西 智君） 佐野総務部長。 

○総務部長（佐野大次君） 新聞報道の中では、議員おっしゃるとおり、北海道については一

部過疎、それ以外についてはみなし過疎という報道があったところでございます。過疎対策

の経緯から簡単に説明させていただきますけれども、昭和45年以来、４次にわたり議員立法

として過疎法が制定され、現行の過疎自立促進特別措置法は平成12年に制定され、平成22年

の法改正による延長を経て、令和２年度今年度末に法期限を迎えるところでございます。当

町の過疎地域の指定は、旧洞爺村が昭和54年、旧虻田町が平成８年に指定を受け、洞爺湖町

としては、改めて町村合併の平成18年３月26日に指定を受けております。旧町村での指定は、

過疎地域自立促進特別措置法第２条に規定する過疎地域として指定を受けており、市町村合

併後も人口減少要件、また財政力要件を満たしているため、引き続きこの第２条１項の指定

を受けており、合併の特例となる法第33条のみなし過疎、一部過疎の指定ではなく、本則の

適用の過疎指定を受けているところでございます。 
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○議長（大西 智君） 越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） そうやって過疎ということで受けているのは分かりました。今回の

時限立法で10年、10年で改正されて、もう50年前、５年間も５回も改正されて、改正されて

きているわけだから。今回もこういうコロナウイルス等々で、国の国債発行も増えていると

いう、大きく増えているということから、問題なく、今まで同様に、同様に過疎債を発行で

きるような財政状況になるのか、もしならないとすれば、多少の縮小もあるということにな

ると、当然なことに計画的な整備計画等々はできなくなる懸念も出てくるのではないかとい

う懸念もするわけです。そういった観点からいけば、この見直しがみなし過疎でなくても過

疎認定されている町ですからということで安心していいものかどうなのか。新聞を見ると、

当然道内の町村会も新制度に向けた要望書を提出したとか何とかということになっているの

ですけれども、これはこのまま、まあまあ洞爺湖町は心配ないわと思っていいのかどうなの

か。その辺もう一度伺っておきたいと思います。 

  それからもう一つ、時間の関係上、やはり今、町長、税収も落ち込むでしょう、このコロ

ナウイルスで。そうすると、当面の税収確保というものを何かないか、かにかないかという、

手探り策を講じるべきだと思うのです。出てくるのは、ふるさと納税でないのかという気が

するのです、私は。一番先に。そういうことになると紋別あたりは大体77億のふるさと納税

額なのです。森でさえ40億出ているふるさと納税額なのです。洞爺湖町も、これだけパノラ

マが、景勝地もある。したがって、アウトドアなんかも返礼品みたいに、ある場所ではふる

さと納税したその人の名前をどこかへ置いて、花火さえ上げている。それも随分受けている

という。それはコロナウイルス感染の関係で、そういうことでもあるということも見ると、

やはり洞爺湖町あたりもふるさと納税であるとか、あるいは昨今では宅配の拡大の傾向に

なってきた。宅配。よそ行って食べるよりも、家で購入して、宅配してもらって食事を取る

という、そういう家庭も増えてきているということでありますから、そういった昨今の経済

環境であるとか、食の環境であるとか、そういったことを洗いざらしに出して検討してみて、

何とか税収を生む方法を考えてみるべきではないのかなと。確かにこのふるさと納税という

のは、安定的な歳入ではありません。前回は5,000万円あったけれども、今年は2,000万円よ

と。ところが、来年になったらまた多くなったわと、こんななる安定的な歳入でありません

けれども、１銭でも多く歳入を膨れ上がらせるような自主収入を得るような対策を講じなけ

ればならないと思っております。 

  それともう一つ、時間の関係で。自分、先ほども言いましたように、洞爺湖観光というも

のをいかに売るかということと、洞爺湖町のよさというものをどう、それこそ国内外にメッ

セージを発信するかというと、以前にも述べた経緯があるのですが、私自身もそうだけれど

も、昨日かな、言われたのだけれども、何だかでＳＮＳでやりましょうだとか、ガラケーは

さておかれたようなこともあったけれども、だけれども、私は、年賀はがきなどはいまだに

古い人たちは１枚でも10枚でも出していますよ。出している人が多いですよ。そういったと

ころに、年賀状あたりに洞爺湖のよさであるとか、洞爺湖温泉の景観なところを撮った写真
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なども載せながら、住民に協力してもらうという、そういう手法を取ったほうがいいと思う

のです。よそでやっていない、同じ手法ではだめだ。よそでやっていない手法をみんなで考

えて、今一例を挙げているのだけれども、そんな方法よりもこんな方法あるだろうよという

人もいるだろうと思うのです。それはそれとして生かすような方法で、みんなでこれから税

収を伸ばす方法も考えていかなければならないのではないかと思うのですが、できるだけ早

く今日は終わりたいと思っていたものですから、最後にその決意の一端を述べてください。

お願いします。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 過疎法については、私ども本当に心配しておりました。だけれども、

先ほど部長が答弁したとおり、大丈夫という情報が入ってきております。さっきの議員にも

ちょっとお話したのですが、うちの町で地方交付税、そして臨時交付金、そして過疎法の延

長、この三つを必ずお願いしたいということで、常日頃言わさせていただいております。そ

して、先ほどご指摘いただいた新しいスタイル、その中で洞爺湖がいかに生き延びれるか、

ふるさと納税しかり、これらについても今は総務課という課の中でやっておりましたけれど

も、将来的にはやはり人員を配置して、しっかりしたものをやる。いい素材がある、今回も

ジオパークのほうでふるさと便というふうなものをつくっていただいて、発布しております。

これも大変好評なのです。いわゆるグローバルギャップを取得している野菜。皆さん、分け

てくれません、分けてくれませんという感じで喜ばれておりますので、こういうところもど

んどん伸ばしていく必要もあるだろうというふうに思っております。そのためには、行政だ

けではなくて、やはり皆さんの考え、そしてアイデア、これをいただきながらこの町を伸ば

していけられればなというふうに思っております。 

○議長（大西 智君） 越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） 終わります。協力します。 

○議長（大西 智君） これで、１番、越前谷議員の質問を終わります。 

  一般質問は、これで終了します。 

  ────────────────────────────────────────── 

◎散会の宣告 

○議長（大西 智君） 以上で、本日の日程は、全て終了いたしました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

（午後 ４時２８分） 
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